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汚染濃度の変化
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Ⅱ.環境堰関する調査

脚 土壌おエび米麦

掴 放射能汚染機構
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る放射能調査
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1.緒 嘗

昭和35年以

昨年忙引き続き

2.調査研究む

用 試料採集

イ.試料の

2空域姓10K皿

る｡

ロ.48年

集は国1忙見ら

及び飛行回数等

拘 試料の採

放射性浮遊じ

いて行なった｡

忙よる｡



上る分析を行如た結果I一名f-叫㌣鵬も､}…℡も…Ⅰ､･州飢-い､川Ⅳp等む核種が

検出富れ･核実験にエ旦飛来した放射性浮遊じんで如ことが確認さ九た○叉∴試料①減衰状態は

図aに見られるとおカであ九新し噸射性浮遊じん特有の就衰を示してぃる｡

本調査期間匿おける高空の放射能汚染む程度は昨年度と同様顕著な変動は認められてh帥叫

全般的把はわずかながら減少して兼てぃ患.

枝葉如上って大気中忙放出卓九た如拙浮遊じんの印比和でと同様一過性であった叫今

回は今迄紅くらペ比載的長時間持続した一そ¢徒は特忙射ヒは見られ帥が､紬今後引き続き調

査してぃく予定である｡

表1･中国粛1古回核実験直哉忙おける高空浮遊じんの全β放射能測定値
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国見 卓β放射能¢濃度変化
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(2)弟15国中唇櫨雫射こよる牛乳中の
…王汚染濃度¢変化

農林省畜産試験場

○檀原 宏､官本 進､三橋俊彦

農林省北海道鼻薬試験場畜産部

′J､松芳雄､西部慎三

農林省九州農業試験場畜産部

相井草充､浅井丑太郎

i.緒 言

昭和48年6月27日､中国は第1島国目の榛東暁を行なった｡実験の場所､核爆発め規模左ど

はかたぃ前回に親似してぃると払わ九ているが､わ如国では丁度この時期は異例の寡雨で､各地

ともチリの降下量は常態とはかなカ鼻毛った様相を呈してぃた｡

乱 測 定

測定は､各壕の都合忙よ少､丑2さ日の夕刻あるぃは翌々日の朝搾少嘩二乳から始めた｡

ふつう､牛乳は朝と夕刻の2固持るが､なか忙はヽi回のみの場合もある｡‖lI汚染飼料を摂

取した場包それが牛乳忙現わ九阜のは約数時間後と判断して､原則として夕刻搾乳の牛乳を測定

㊥対象とした｡千葉(苗試)のは夕刻心み屈1固持カであった｡また､札幌(北島試)の牛乳は朝､

タ2回とも諷足した｡

測定法は､札幌および熊本では､アニオン交換秘曲忙吸着させ､これをシングルチャンネルr一

線スベタトロメーター忙よカ､=81舶eサ1のビータ面積Ⅵカウントを標準と比較してpロiを

求めた｡本法の詳細はすでに報告した通ゎで叫試料乳は2gを用ぃた｡

.千乗では､放医研鎌田研究畠と尭同で行拍た.草加試料乳をそのまま逆クエル型N｡王シンナレ_シ′ヨソへ.ツ ー･打1九 r九ふ■ 轟銘■岬ヰノt▲一小一由脆甘A七古里- h舌⊥泊-
,｣‥一､__.▲.ユ_▲

は概して低く､

これら過去の

最高で､卓ほど

1週間から10

その類をみない

ぜい長くても1

中国の核実験忙

ってきたのであ

吹き上げられた

逆風忙よって再

母牛の飼料､飲

･-10日ほどか

革の給与を遅ら

の飼養を続けて

大き叡特徴では

因は､牧草への

次忙今回の汚

前述した過少

ため放牧把出し

て放牧中は葺郭

この間､汚染

夜間放牧をする

ぃっほう､こ

忙現われ､ユー
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弟2国 縫♯趨よ空を出発点とするトラジユタトリー

第き固 =○雨天丸薗(i078年丁月3日9時)

き●壬一拍

300mb面共)

そこで､丁月2

少の風忙よってど

天気図忙よカそれ

トラジェクーリ

を中心とし前後6

向と一致させ､ま
′

ラブェクトリーを

これらの図忙上j

ヱ日ヱ1時､いら二

束方洋上にぬけた

が再び東風忙のナ

忙tで吹卓もど卓j

推察される｡なお､

21時以後日本の_

てぃた空気粒子か

動は､前忙のペた一

月7日頃まで5¢｣

mb面の等高度線¢

が定常状態であっメ

第l-1､4-2匹

トラジユタトリー析

をたどったものと‡

ユ.括 辞



脚 件下牲Ⅰ一Cの濃度調査

放射線医学総合研究所

前林愛も岩倉哲男､樫田義彦

1.緒 言

核爆発東浜忙基く降下牲Itoゐ経年曲轟庇変化の観測を引続き行った｡

2.調査研究の概要

tlJ試 料

試料としては､従来と同様

Iij 通産省7ノレコール車乗部管下の全国丁ルコール工場提供の国産甘し上原科および外国産楷

みつ原料のアルコール｡

脚本研究所圃屯栽培の十まじモく1轟クレy北見工場生産のメソトへ伊豆下男毘厚生省伊

豆薬用植物栽培実験場

ほ1実験法

試料調整をらぴに測定法性既報と同株､液体シンチレーション測定法を用いた｡

閏 成 果

諷定結果は表1忙示ナ｡特忙前垂鑑農兼むデータも添えて比較した｡

♯忙注目したいのは､植物精油モメソトーへチモール･レモングラス)が■¢藻鹿の或少傾向で､
最近や数年問では､千葉産由チモー薗猟聴見産メソトル･伊豆産レモングラス忙比べて常忙低

払IIc濃度を示してぃる点である.と前垂の鹿田として考えられることとして､京重工業地帯忙お

ける大量の化石燃料の洞♯忙りIl鴫含量ない炭酸ガスが多量に発生し､Ilロ/lりコの比が低く

なった可能性が指摘できる｡この横向が卓ら忙数年続くとすれ吼チモールの‖8濃度は天然の

暮一8レベルと卓九てhる=d■職工蜃..も東忙磨く尭甚句能性も充分考えら九､興味深h｡

脚

1.樺 首

中国は本年¢

では里28日エ

び牛乳中の1‖

る方法把従った

2.雨水の放集

中国境乗娩召

で､雨の放射部

回が第き回目研

き.降下雨水虐

表1は水盤占

雨が陣ウたの｢

のは､憩放射舌



1･浮遊魔の放射能

浮遊魔の放射能は丁月2日忙l･ら封=佃の平常値上カヤヤ掛値を示したが､全般的忙殆ど

変動も増加も認められなかった｡

丁月3日10時に衛研屋上におぃて･羞痛切ビ三→レシートの上で強放射能粒子を1個拾った｡

粒 形 球体径i5.0卓タロy

色 暗茶細色
放射能値 2.引==H‖/1佃

¢･牛乳中の放射性ヨウ素

表2､図1は､水戸におぃて排した牛乳絶っhて憎高分析法腫上って=lIの分析定量を行

なった結果である｡釦は…i軸旺岬山地去相乗鮎エるもので川畑自嘩拙性
的である｡8､9､1相即は兄弟け止l灯仏lが増加してぃる叫今回の核実廟舵エる…Ⅰ

の寄与把よるものと考えられる｡

表2･牛乳中のr-1き1､ロい-1=､艦-40
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丁.放射能の或衰一

射性核種

囲2は強放射能1

雨水､降下雨水塵(

射能の減衰を示し7

のである｡核桝臥

物全体の放射能の惑

を両対数グラフ忙t

てみると､通常t~

の傾斜をもった直薦

在る｡含ま九てぃJ

種の成分や割合が∃

ると直線の傾斜はd

しも仁一1･2とはか

h｡また直線が途【

折れ曲ることもあj

図忙よると､偵貞

何れも仁一l･ヱ よ｣

急忙なってお力､弓

射舌巨粒子の場合忙中

後から下の方忙折】

図ユ､囲4は強力

のr波高分析括果･

てぃる核種は同じ-



革の場合忙は波形が単純忙なってh

るが､牛乳の場合忙は更に簡単忙な

カ､

181Ⅰヽt…Ⅰヽ冊0さヽ一○艦

だけ忙なる｡こ九ら核種のうち11屯さ

とlo艦は過去の核実験忙よるものと

自然の放射性物質であるから､今

回釘核実験によって上から多くの種

類の放射性物贋が降下して来てぃる

が､それが移行の過程で朋帽叫

最儀昨牛乳中からは放射性ヨウ素だ

d
品
岳
■
0
1
火
中
＼
l
彗
○
ロ

けが検出してぃることがわかる｡ 卓

0..点 語

今回はたったl回の核実験で､し ぜ

かも水戸で検出さ九た放射能はたっ

た1回の降雨忙よるものであったた 苺

め忙､放射性物質が発生してから牛

乳忙♯行するまでの過程を詳細机邑個

跡ナることができた｡原子力地中･
ら由放射能の影替を調査するらえ忙一

も､そのバックグランドのレベルを

知る意味で核実験把よる影響調査も

伴せて行なうことが望ましh｡
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(7=申奈川県における華=5回申胃棲棄削こよる放射能調査

加奈川県衛生研究所

0小山包博､高城裕之､大木少つ子

中国は､1…年榔丁昨練榔咄日柄剛ロブノル報郎おい㍉空中核爆

発集散を行なった0こ九把とも如庖射能錮麿せ宥懐古た｡
2･調査研究の概要

2･1使用計数装置

G加計数装置 Al血製TDC一缶l`垂

童打ガスフローロー′くッタカタン■一
山ki酌量C一拍

Go(Li)半導体検田器 ㌣叫如刊叫#

晰析器慧監:○三:≡憲き㌫㌫半警官荒≡ごここルヱ･2 試 料

高笥圧静電式電気集じん靴上場眺篭欄如洗涌したものを濃糀臥転

細､定量採臥た雨水を棚軸した云=拍ベタトりトリー用として雨どいし邑横面横

21m王)から大量採取し=咄忙未発如しも
え2･3

雨水ちカ

8月30日～丁月

丁月2日一丁月ユE

TさWユ54は平常1

T3W359一任かな

した｡このスベタI

拍INp､が認也ら]

が認められた○
与疇

2.3.き 雨水!

丁月2日以後の暮

し丁月2日一丁月一

の混入しているも(

胴ⅠとlユユⅠが負

ったところ図2が1
2.3.4 強放!

8月28日以乳

月ユ日､3個のG

た｡GPそれぞれ

配の直線忙なるこ

れ以外はずれてr

折れ曲カ､｢折れ

ユ.持 蓉

神奈川県忙おけ

忙=ヱr一日Nb･

ltlceヽ113ceヽ
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脚 新潟県における第15回中国核実験の影響調査

新潟県公寄研究所

菅井隆一､石橋幸三

井口括三郎､鈴木斉､殿内重政

1.緒 言

昭和4針牢6月2丁銅時55舟忙中閏は西部地区で弟15回核実験を行った｡新潟県公害研究

所では登28日から20日間忙わたカモの影響調査を行った0その結果今回の核実験は過去数年間

のうちでもっとも強い影響が認められた｡

2.調査概要

川 調査場所お上び方法

調査対象は､雨､浮遊嵐空間綾量､ジ十イ丁ン1㌧バーチヤクルとし､試料の採軋測定は所蘭

市忙ある新潟県庁第2分館で行ったd空間線量はモニタリングポスト忙よカ連続監視を行へ雨は

定時採水法忙よカ採集した｡浮遊墓は電気集塵番おエぴハイポリウムエ7サン∵ブラーで集めた｡雨
および電気集塵器忙エる浮遊塵は全′放射能計刑定し減衰状況をみた㌔またその値が平常値の10

倍以上のものと､ハイポリウム忙上割掛違塵､ジャイ丁ノト′しテイクル性ガンマ線スベタトロメ

トリーを行った｡ジャイアントパーティクルの検索忙はGMサーぺメー相用いた｡

闇 調査の成績おエび考察

イ)空間線量

モニタリンダポスト忙よる空間線量車は､7月1日が14叩8程度であったものが2日の○時か

ら正午忙かけて1丁叩りで上昇し､その捷11日までゆるゃか忙減少し平常忙近い値忙戻った｡

この間殆んど降雨もなく､多数のジャィ丁ント′しチークルが暁出されたことをあわせ考えると､

空間線量率の変化は放射性降下物忙上島影響と考えられる｡

ら影啓を認めた

お了月14日一

忙よっても採取

した〔図2)｡

ンマ線スベタト

種のど一タが認

ニ)ジャイ

丁月1日の雨

G.P.の探索引

先見した｡さら

来した紆果2D

あった｡これら

ら申離し､1個

こと､粒子が2

ことである｡ま

休をGe(Li)

110B8-1▲OL言

語めたが閏Zr

た｡

3.鮭 舞

中国の第15

この影響は比較

思われる｡…Ⅰ

及びその中忙鋸
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1.緒 言

中国は19丁

馴臨時の監視体盲

この他忙県内き]

性降下物の量的.

2.調査研究のj

H 調査方法

定時採取雨れ

福井市､敦賀酎

グポストは､当:

市､敦賀市､兼

任粒子､ヒメム

いて核種分析を｣

(剖 モニタリ

図忙示したよ

5回の中国枝葉



査では､40pCi/℃程度で問題忙虻らなかっ如忙対して､陸水の別柁強く受けた地点では､

海藻中陀:2･6XlOヰpci/kgも検出卓れた○と¢地点では､他の核種の慶永の影響がそれ程地価

地域と比べて呂立たない軋聴忙叫Ⅰが書量であった○これは=1Ⅰ以外の核種の多くは土壌を

ど忙吸着享れるの忙対し､1里Ⅰは吸着舌れす打線忙流出ナるものが如ためと考えられる｡この

上う忙陸水の影専政弟では非常町議議定忙左ることも考えられ､今後ヽ食用海藻の生育期と核突崩

が一致した場合忙は､拇藻慣も注月L凄ければなら丑いと考えている｡

醸l未 壊穫舟析結果

亡
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任鴫 土壌および米麦中の川Srにつし､て

農林省農業技術研究所

小林芳信､石川美佐子､津村昭人

1.緒 言

本調査研究は､農耕地土壌と主賓よ作物の席下放射性核種忙エる放射能汚染の実態とその経年変

化を調査し､放射能汚染対兼の基礎貴科をうるた抱､国内各地域の国公立農業試験研究機開の水田

･細雨土壌およぴそこ忙殺培生産さ丸た米麦の千乗を対象忙､昭和ユ2年以来帥Sr､l"cさの両
横軽舟析を行なうぺく実施雇れて睾たもので､本年度えられた調査括果を中心忙その概要を述べる｡

2･調査研究の概要

= 試料の採取と分析測走法

試料の採取地､試料の調整法車上び稜種の分析測定法はすペて前年度と同じである｡

(21調査括果

今回えられた調査括果を農耕地土壌と米麦子東忙分けてその概要を報告する｡

イ 農耕地土壌

表1水田土壌の置換憲打点r

tmCiルm之)

昭和4丁年直の収穫期忙水田

細雨作土層よカ採取した土壌

中の1M酢酸7ンモニウム抽出

法忙上る置換態90sr含量は表

1および表2忙示すとお少であ

ロ 米麦¢

昭和4丁年占

お上び水稲玄ラ

含量は表3お｣

少であった｡～

平均90sr含羞

/kg､玄米4.

1.1p∫i/kg一

の場合も前年磨

し兢少していj



およぴこれ以前忙散儲的忙行表われた壊

実験忙よ幻影響を受けた可能性も去ると

も思われるが､いずれ忙してもそ¢レベ

ルは大型核実験再開以敵を下回ウて推移

している○一方農耕地作土中の核種含生

は最近3-4年間は依然として横ばい旗

を呈して推移してお力､核実験再闊以前

のレベル忙比して若干高く､現在なお▲

作物め潜在的汚染源となっている｡

図2 玄米･白米および玄真申の

帥sr含量の経年変化

帥 放射能汚染機構の解析研究(モの吉)

一土壌 種物系における白米のl=cs汚染一

点林省点薬技術研究所

小林安倍､0津村昭人
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g､30¢g区を

35号を移植･j

一部を供試し､l

低′くック測定器一

ほ)東験結果

各種処理水稲(

イ.各種処‡

表1忙示した

位糞身>上･下1

とがわかった｡

稲体内のl=【

た｡このことは1

昧する｡また堆J

ロ.各種処:

稲体各器官の

なかった｡ナなニ

ハ.水稲鞠
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舟
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ト水稲席上るl=c書の吸収率､玄米♯瀬素数

水稲の1=c8一晩収率■は､対廠､炭カル施用区で約…丁%で､この値は帥Srのお上そ

10分の1であった○しかし､.⊥E匡では封冊区の約11倍の=2%と著しく吸収率が増大した

一方堆肥増施区では遵忙凍少し､#著複数収抑制効果を示した｡
¶玄米移行率一札おおむねlさ%でヽ日昌rのそれ上カおょそ=倍高い値を示し､補体内て

の両核種の転流圭忙大きな差異があるととが明らかとなった0したがって､吸収率､玄米移行率を

加味した¶玄米濃縮席数一札総局､両校裡ともほほ近似の2XlO一之となった｡

表4 水橋忙上る…c■¢吸収おょび玄米への移行

処 理 区
地上部全放 吸収謹

指･赦
玄米放射 玄米移行率* 玄米濃縮**

射能/pot (%) 能/g (%)

■

係 赦

コント ロール ユ9丁き 吼015 lOd 57 15.¢8 ヱJ8XlO■空

一冗 504らl 吼820 12●丑 488 l乱8ら 2.38×1¢-l

炭カル 5g ユ9,¢ 吼○島5 l00 4丁 13.51 2.29XlO●2

炭カル10g 4き9l 吼072 111 56 1l.ヱT 2.丁3XlO-2

炭カル 30g 41ユl 吼○¢丁 10き 5g 19.61 2.88XlO●量

堆肥100g

堆肥300g

1Tユ1

891

仏心望さ

血018~
ヒ.

▲き

2き

ヱ8

12

1丁.10

12.5丁
●

1.a¢XlO●王

瓜5glXlO●2

全投与量し1pot当)嵐15XllO 叩m

*玄米移行率奮
1p｡t当た患玄米放射能

1p｡t当たカ地上島陰放射能

**玄米渥縮係数一
玄米1 ■当良わ放射能

炭カ



川 水稲忙エる00琴rの吸収奉仕約隼%､1=亡塵は吼08%であった｡

はj 帥Srの吸収抑制は､炭カル大量投与軌川c8の吸収抑制は加里肥札堆肥の投与が効果

的であった｡

榔 80srとCa､l=c8と勘仕禰体内で類似め挙動を示ナが厳密忙は､それぞれかなカ異なっ

た挙動を示した｡

抽1"csは00sr忙比し､補体内で¢転龍､玄米への移行が活発であった｡またlき7c8は

帥sr忙比しヽ可食部である白米へ棚し干すかった｡

1.緒 言

昭和32年以

の移行､および

分析成績忙つぃ

2.調査研究の

(1)試 料

分析試料壮暗

例で､分析把は.

(2)方 法

帥8.の舟析

脚 成 果

分析成績は康

S



牛骨14例の平均は20･拍=曲什仏でt前年の28･1士12･"i′組員把比べやゃ低レ

成績であった｡馬骨10例の平均は…･2土21叩iけOaで､前年の5gい上土25.帥Oi′銅

紅比べかな少佐h値であった｡

また･骨中の8r･0■の原子数¢比虹牛で○･…土○･い=,用で○･52托0.101で､これか
と同様馬の方が著しく高h値で烏jた｡
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(:脚 放射性降下物¢落下暮におけ古坤域的変化

気象研究所

猿橋勝子､金沢照子

放射性降下物む落下量が地域的お上び季節的旺かをむの変動のあることは上くしら几ている｡わ

れわれは､前報まで､主としで､冬d日本海側は太平洋側忙おける放射性降下物の帯下量と気象と

の関係をしらペてきたが､今回は､落下土が他の地境忙くらペて小さ山大阪地方を対象として､放

射性降下物切落下立の地域的変化をあ専らか忙したぃ｡

1972年兼までのSr-90降下量を第1表忙しめナ｡

窮1表 各地のSr-90降下暮i単位:I正‖一丑山2〕

札 辟 秋 田 細 岡 仙 台 東 京 大 阪

90･3 145･2 8き･l さ¢.3 丁4.9 53.9

第1表忙みら几るエう忙､大阪¢包巨-さ○降下土は､他の地域把くらべていちじるしく少丘く,

東京と大阪の8r-90降下量の此拉i･l､秋田と大阪の比は2.丁である｡

Sr-90降下量は､降水圭と相陶が高h坑夫臥東京両地方の降水量の比吼第2表忙みられ

るエう忙佗ほ等しく､8r-90陣下量のちがh吼他の気象要因忙よるものであろう｡

第2東 大阪と東京の鋸-=降下量¢比蝕(東京の値/大阪の値1

すで忙秋田等

大阪では､西成

1.緒 言

昨年鹿忙引続

上び束京(気象

日日r/机8r比

これらの測定

昨年報告した

をしめす｡しか

19Tl年の障

は降下率は凍少

り凍少をしめL

中国の壊乗顔

形響舌与えた¢

1970年(#

日本忙おけヱ

ナる｡

■ 寺田太蛙且′γ



表5忙中国の4向(削 如t弟10 鼻11回)の水爆実験旺よって成層圏把打ちこまれた
QO8 推定量をしめナ‖い叩l廿七舶の帥8r放出量と上記の開併とカら束京町もhて予想卓

れる拍8r降下量を求めた結集告表島k同時托しめナ○表4で如られた窮¢ 第8 集10

削1回の枝葉郎上る降下量¢虚心雲ら忙しめLた東京忙曳ける帥8r降下量の予想値とほ｣近
h値と患った｡

表6忙束京忙おける…叫叫h年間陣下士おエひ Pu/朋8r …pu/=○仇比をし

東川19T2年1月-1=針年一月tでの…pロ …fu 空ユ8fu/相加比をしめす｡

表6忙みられる上う忙…馳ノ08r比は1…9年以降就如傾向をしめした｡19¢8如

での之…pu五上ひ帥8rむ全降下土比kiT#であったカ1=9年カら1972年までの4年

間の降下量此は10 =1も鵡さ如あっもナなわち196き年以前む核実験忙比較して中

国の核実験忙よる放射性触中也土中嘘′08【如若干低hことをしめしてhるものと思わ几る

1972年の空洞リb/封1馳比は1…で前垂削51机と比較して若干高h値奇しめした｡

表1東京忙おけるIdT(】8如如

月間降下量お上ひ=sr/州如比

J ¢抜取地点 気象研)

表2

計



糞▲ それぞれの壊集験托由来ナる●08一年間降下丑

(東京:気象研 単位 mOiノ儲1

川8一陣下立 lO高年以歯め
｣~三 =

-

串国庫捷
l

■

中 国 水 爆

6 8 10 11

1963年

64

1′9･l

8.¢
.10.1
l.● ¢.02

0.8

0.与 0.01

0.さ

6 5 l.き 1き 0.0ヱ

¢ 8 1.さ l.さ 0.02

6 7 0.8 l.† 0.0さ
8 8 1.3 0.5 0.0l

¢.¢卓

6 g 1.2 飢き 0.4

T O 1.l 叫 0.1 0.▲ 0.8

Tl 1.1 l.bき 0.05 0.1 0.3

T 2 0.0 0.0l
0.02 0.05 0.1 0.ユ

成層圏の

9甲r現存畳 0.01 0.02 0.05 0.1 0.3

計 川2 さ甲 1.4 1.1 1.4 1.1

表5 帥8一成層簡投入土とモ丸から予想卓丸尾東京忙おける…8r降下量

l島`鋸の成■圏への 予想盲れる =8r/々0日rからの計

投入推定t
1

帥s一陣下丑 井…sr降下土
E8l

mOi畑 mOi/ぴ
第8回(198丁皐｣月l柑l

第町軌196畔r詣2一里
lき○一JlTO-l t 0.8･-1.l 1.4

110･叫l島(EJ- 0.T 1.1

第10回(19…年 9月2,臼l i5鵡～皇l†′ 0.0一-l.3 1.1

弟11回(1970年lO月14日l 110･-21き
l

1.2■-1.与 l.1

歳丁
空3
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0CT1970

第1図 モニタリンダポストの降水忙上る空間線量の変動仁1970.10.23)

この固から､降水の初期忙はt軒数車が余り高く寿いが､次第忙増加してど-ク忙違ナる模様が

わかる｡

ロ デテクターを地面忙向けて下向の朝潮を行在った記顛と､天気図上で類似した気象条件の

日の降水忙よる変動例と此赦したものを第2国忙示す｡

この図から.

向が両者､ほ

タグーを正常

トの観測で現

従来降水忙

が昭和31年

科でもおゝむ

能が､次第忙■

今回､海抜

を測定したの

佃 雲粒中

観測は､昭

イ 山頂

れた状態であ

表1 山



この戟測結果はつぎのととを示してぃる｡

放射性エエロゾールは鋸埴の状態七付着し､雲粒の寿命がRaB､RaO陀比して長ぃので割

の中に捕えられたエエロゾー舟はRaAと平衡忙達し保持され､雲の中忙おける雨滴の生成と生長

及び雲粒の凝集忙よって落下洗樅卓九る状陛を示してぃる｡さら忙窮3図～第6囲忙試料番号席‖

麒20､逓22､席2らを代表例としてあげたむ

これ忙よって初期忙はRa恥錮0の漉蓑を示ナ部分は次第忙減少しほとんど浄化さ几た空気ヰ

ではTn一系(ThB+ThOl申み検出卓れる状態を示している｡しかし降水現象が終了すると再む

拡散粁-ヱ且1M旦旦塵漸地が見出だ卓九る｡

′♂

ヽ

ヽ

第

ヽ



の影響忙つhては､払おエぴTh旺上るものと推定した｡

RaAの測定値と､此戟で幸恵hので､明確卓曙欠くが､定量的忙明らか托するた軋今後の調

査把おぃて､集塵瀞縮試料ヤ､雨滴由Ⅹ繚測息エネルギー分析､放射化舟軌エエロゾール化学

分析等を行在h｡また､エエロゾーん敷との関係も明らか忙ナることが必要である｡

他研究機関の協力も得て更忙調査研究を進めたい考えである｡

キ1気象研究所･北海道大学理一工学部t札幌管区気象台の雲物理共同研究費科

¢ゆ 標準食中の放射性核種濃度

放射線医学総合研究所

上田寿司､鈴 木

中村良一

譲

1.緒 言

原子力施設周辺住民の食品群別の放射性核種儒虐潅求めるため陀l茨軌福井地方から試料を集

めて分析した｡

2.試験研究の概要

収集した食品群吼穀類､豆乳hほ､牛軋､札内軌魚貝凰葉菜類､根菜類の甘食晶群

であり､夫々別個忙450℃で庚化し放射化学分析を行在った｡

セシウムー1aTは燐モリブデン酸丁ソモニウム法を用い丁塩化白金酸セシウムとした｡

ストロンチウムー=は発達硝酸法忙よ射酪酸イ,トリウムとして分離した｡

セシウムー13丁､ストロyチタヰー=共忙､低バックグランドカウンター(トレーサ_ラボ
製)で計測した｡

｣L l▲
∴ ▲.L ▲

一__
+■ _

類
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瀬
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類
類
類
頼

も

卯

月
葉
菜

鞍

豆

い

牛

肉
魚
∵
葉
根

茨軋福井¢

2.地方の平1

/日/人､ス

/人であった｡

与率(¢1はモ



2･調査研究の概要

雨､断つぃでは直径l仇岬,トをもち叫雨はイオン変換樹脂Ⅷ吸着濃崩享せ､塵と植物片

等を分けて採取した｡

土壌把つhては､直径5玖珠卓‥劇むサンブラーをもちぃて､上流部､下流部付近からそれ

ぞrL8点ずつ採取した｡

河ノーl水忙つぃて仕､上流と下流からそ几ぞ几､100Ⅰずつ採取し､懸濁物を炉取した｡

河鹿堆積物昭つぃでは､上軋下流忙おぃて､摘ずつエクマンバージ型採泥器をもちぃて如

した｡

雨､塵おエび河川水炉瀧忙つ明て軋イオン交換相即吸着軸したものを川･HOIで溶離し､

放射化学分析測定を行った｡

炉紙で舟取した懸濁物､塵､櫓物片専は､乾煉後灰化し､放射化学分析測定忙供した｡

士凰河鹿堆積物忙つぃては､嵐乾軋粒鹿分布を測定し､各粒鹿どと甜aOH一駅Ⅰ抽出後

放射化学分析測定忙供した｡

3.結 語

原子力施設周辺部¢環境放射触準細るととができた0土壌の1きTo増産吼粒鹿の小さ叫

の佗ど概して高い｡士軋河鹿土¢即os濃度忙上る差を､表面嶺と土質とを考慮忙h几て検討中

今後は､この種の講査を継続し野科を輿欄し､この水準の軽時的変化､空間的分布を把凱､あ

わせて放射性核種の大気一土壌一河川の恥総合的かつ動態的在機伽検討を加えた叛

卦1放射性核種の降下土



糞4 河鹿堆積物の粒鹿舟満とl=也濃度

場 所 年.月 日 粒 定(m) 試料重量脚 放射能(pOlパり

新川 上 流 19丁え8.童書

一-0.071

0.074～0.145

0.145一-0.250

0.250一-0.500

0.500～0.TlO

0.Tl¢･-2.000

2.000･-

305.a

l01.5

525.0

`▲1.a

lT5.¢

¢1.5

1T T.1

3.6ユ

3.98

4.38

0.80

1.0¢

2.88

0.42

新川 下 流 1972.8.童8

′-0.074

0.0丁4･-0.115

0.145～0.250

0.2ら0･-0.500

吼500･-0.Tl0

0.TlO～2.000

え000′～

.4.11

12.T2

3.59

1.51

1.78

ヰ.4¢

3.07

{-0.074

0.07l･-0.145

0.11古一-0.250

0.ヱ与○一-0.500

3.88

1.98

8.42

乱90

l.緒 音

大東洋産中の

土集塵装眉港用

を昭和40年1

ナも

2.調査研究の

試料採取忙便

研究成果発表会

舟析測定結界

又.1973

敵見出卓九､そ

き.括 諮

前報忙記した

関しては､弟1

抱のブロダラミ

期
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表2･中国地方におけ細土如畑山r)大乱大気からの放射執事宙撫寄与を含払

県 人口且
人口重みづけ平均 単純 平 均 測定亮

点数(土標中傷轟l (主標準偏差)

鳥 取
制
569 l.†主1.5 l0.2土1.8

ヽ

11

島 根 7Tl 8.t士l.1 8.ユ土1.2 19

岡 山 l.T07 l0.き土l.i 10.a土1.4 1T

広 島 2.4き¢ 10.童土0.l 10｣2土2.0 25

山 口1.511乱書土l.丁 9.1士2.0

中国地方¢.99丁

23

95

鮨｡

3.括 具

瓢定結果と

しめい㌔大

観l月り:19TO年国勢 浪少傾向にあ

調査

軸 大気中の放射性核種濃度と月間の降下土

日木原子力研究所

笠井 篤J梁瀬芳晃､前沢慶治､今井制式

1.緒 言

原研東海研究所周辺の環嶺層ユタりシザとしてト環境試料中の放射能濃度の測定をおこをってぃ

る0その場合町施設から放出さ軋る放射性壊橿を正確に測定ナるた也忙は､施設忙春田ナる放射性

核種をt天然忙存在ナa放射性概轟お上び核爆発喪験忙上るhあゆるフォール丁ウト核種と明確托

区別ナる必要があも

山が現われてL

らの月忙は1▲○

鞄が注入さ九J

核種別忙みj

しめ.そ九らIr

気圏内で壊焦ヨ

参考まで忙､

囲1 大吉

lLトト,巨｣l申
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l.繕 音

前年度にひ

を行なったの

2.調査の軟二

昭和4丁年j

さ九た各種試:

3.調査の給二

昭和lT年

の概要忙つh

川 雨水ち
=srt拍丁亡

一列は例年性

mciノ座押､1

2.02mCiノ

岡､高知の各

回 上

前年度慨比

北港道(稚内



各県年4回採取した試料の平均値を衰l.忙哀しも
佃 野 莫

大軋ほう九ん靴つhてそ九幼生尭時恥甘地確固帽科づゝ採耶九屯各県ヱー▲

試料の平均値を表1把示した｡

辞臥京軌鹿児島(各絹珊=軒別両叩瞳しも馴相川卵如椚(鋸ト1射りpCi地毛

軌1即C8は2三-9(5¢-=りp亡霊ノ勾龍物であった｡

殻乳､魚貝顛｣海底土をど托つhてもカ斬劇症したが･前年度把比べて哨概大き租変動はなかっ

た｡

楓福井で採取紬た海水､海底土､海健也庇つぃて山鳩r､l訂Cさの伽1"C岬一叫

仙Cot帖Znの分析測定を行毎毎年蘭貞一4固採取岬均値を表ヱ忙示すD茨城の試料では

仙Co､椙Znは検出限界以下でt山亡岬■Prも伽恥値は払っ転

福井の試料では､椙Zmは検出限界以下tl叫叫山p-も特低高h値は丑かったが､軸Co

絶っ伍ては浦底帝哺底土(勘回採削で118-…pCi胤叫だわら=車3回採削

で9～58pCiノ晦生が検出卓九た｡

(巾■一瞥～■■†腎)■粛計喪章■Uちt.-噂●亡甘



表2.原子力施設周辺試料分析結果
(海 水)

術研名 採取地点 採取回政
00Sr 18Tcd l■l臨ヰ製Pr 帥Co 机Zn

Ⅰだ壬/戚 甚l/止 甚i/戚 Ⅰ£i/戚 pCi/遜

茨 城

東 海 押 年l回 ¢.18 軋之き 0.36 LTD LTD

大 洗 押 タ ¢.18 ¢.20 0.29 一か 一か

那珂湊沖 ∫ ¢.19 ¢.2l 0.き1 .か
〟

福 井

浦 底 帝 年l回 ¢.22 吼ヱ5 0.31 LTD LTD

丹 生 湾 ■ 0.20 0.22 0.33 〟
｡♂

内 浦 帝 タ 0.20 0.21 0.30 一灯
〟

衛研名 採取地点 採取回数
;osr 18TC8 1叫躍打 60C(l 閏Zn

甚レ′晦 甚i舟 甚i/柑 甚i丑ダ 鰐i抽

茨 城

東 海 沖 年 4 回 LTD き0 46¢ LTD LTD

大 洗 押 一か 耳 4l 459 〟 〟

那珂湊沖 オ 〟 きl 524 一か 一か

福 井

浦 底 帝 年l回 10 1き9 91T 48l LTD

丹 生 湾 一か ` 15 175 LTD 〃

内 浦 湾 一伊 もTD さ1 488 一伊 一〝

1.緒 言

福井県若狭

忙合一れる放

てhるが､本

る｡

2.調査研究

fl)調査対

美浜発電所

び空間稲井紛

ならびに痍趣
佃 測定方て

試料の調製

定借は(財)

-LBCツリー･

O R T EC

空間線量率

測定はフィル

計(素子-U



のほか土壌からのTh系列核種が認勧ら聖も土壌油土､海底土拍ナベてTh系列核種がきわ
めて顕著であった｡こ九らの壊種が時忙は高h環境試料の放射能強度を与えてhる｡

Ge(Li)検出器忙よる壊種分析忙上身上記核種のほか､4丁年12月に放水口附近で採取した

ホンダワラ右よぴマキ且一束同鼠非食用1から仙Coがそ九ぞ九0.12おょび0.29pCiノケ生
締出盲九たが､魚類な含みその他の試料からほ放射化腐食生成物とみなされうる核種は検出さ九な

かっ転

3.結 語

j昭和47年鹿中葉浜発電所から環境忙放出卓九た泉件廃棄物は約880Ci､液体は0･029Ci

(さHを除く1であったが､発電所周辺忙おける環境放射能レベル忙はなんら有意丑変化がみられ
をかぅた｡ちなみに気体880Ciの放出に上碑開襟珠量の評価の最高値は発電所南南東2β00

仇の地点におぃてr線忙上るもの0.0=mr川 であも環境試料のうち指標生物として採取し

てぃるホンダワラおエぴマキ員の一部に発電所忙由来ナると日吉九る人工放射性核種が認めら九た

が､そ九らはきわめて微量であ旦､また食品と去る魚類尊からは検出されてh丑山ので環境安全上

の問題はなかったとぃえも
■

衰1.美浜発電所周辺の環境試料放射能強度〔昭和4丁年鹿1

試 料 採取場所 採取年月 試料数
射能熟度測定値の範囲
昭和4丁 鹿 臨界

(p亡i/の

飲一科 水
車 水

河 川 水
海 水

丹生漁業七
丹 生 2

､
､
放

川
湾
び

合
生
エ

4丁.8.11

4丁.島.11

4丁.島.11

4丁.4.5.¢.丁.札

11.1えl8.2
4丁.l.5且lさ.1

0.9㌃-1.4 0.19-40.3

1.1･-2.6 0.g 一-28.6
1.1
一-2.2 tI.3¢･- 4.8

0.09′一肌9 0.ヱ8一}1.48

4.｡1～11.22 ⊆軒絶ち1

丹 生 山 土

丹吐湾､静水ロ
Rl ▲J_ ⊥■貞i■⊥■ Jk 轟打

4丁.5.11

1丁.らβ.1l.18.2

5.1 一-9.2

2.31一-1T.丁

4.1一-14.2

2.8･-15.T

丁4()

J20

JOO

80

`¢

`m



園lタ毎藻中¢ルテニウム含暮について

国立公衆衛生院

岩島 清､山県 畳

笠井 萬(原研1

大木カつ子r神奈川県衛研)

1.緒 言

海藻庭よる放射性ルテニウムの軸舶の研兎-お上び海漢中の放射性ルテニウムの舟析法の確

立のための基礎的知見として海洋中のルテニウムの定土を放射化分析法にユタ試み転

照射した試料の放射能の佐渡お上び試料中k含t九るウランの核分裂忙エる放射性ルテニウムの

生成な避けるため､予め試料からルチエウ埴舟離した後､熱中睦子照射を行卦へ一定期間冷却

乱Gモ(Li)検出器を用ぃてr線スベタトロメトリー托上カルテニウムを分析し転

2.調査研究の概要

(1)実 験

イ.梅 津

==咋2月おエぴ19Tl年金月､神劇場小由和湾で採取したワカメを試料とし転採取

時､海水で洗浄した試料む水道水で席阜托水洗した乱1¢舟程度放置して水を切った状態のもの

を秤量して生重畳とした｡

ロ.海藻の灰化

生試料を105●ロで乾性し､つ叶刊酎ヒした捷=川■ロ以下で12-24時間力臓灰化した｡

ハ.照射試料

1時間冊射しボ

ト.r線J

照射1ケ月召

を求めた｡

チ.諸換青

海藻試料のβ

ぴRu タロロ¢

■0で乾県､4!

その結果から!

視できる毎度¢

チエウムの収∃

91士1痴(手

(2I括 月

灰試料3一三

′に相当ナる月

離の収奉を91

計算書九た｡謹

3.括 言

どく少数の尋

把つぃて一応〃

性ルテニウムβ



加え､再び蒸発乾固したのち､乾園物庖N-HC戚 5仙北溶解ナる｡もし不溶物があ九ばろ過し､

ろ液紅Pb担体5丁比才を加え､飽和N8Ⅰ溶液1¢舶を加えたのち､PbをMIBX T O舶で2回抽

出すも抽出したMIBEは飽和抑止陪液1伽止と如一斑Oβ5抽gをまぜた溶液1伽祀で1回洗った

のち､Pb■を2Ⅳ-HⅣ032職gでき国連抽出ナる｡I王NO8溶液を茶毘乾固したのち､乾固物を再び

HⅣ0‡(1+2)1紬g忙とかし､PbをPbOlとして白金板忙電着する｡2～3週間放置して電着

した名川pbから丑10Biを生成卓せ､丁ルモニタム吸収故(8呵/d)を用hて210Biのβ線のみ

を測定し､この値から試料中の210pb舌求める｡

刷一分折方法検討の結果

上記分析方法によると､Pb担件の回収車は約70瘍前後である｡この化学収率から測定した

之10Pb
の値を補正ナれば.海産生物､食品専､有機物から成る試料中が10Pbを定量すること

が可能である｡

(4)海産生物の分析結果

種 類 pCiノ耽F生 pCi/′灰 pClノケC8

ヒ ジ キ 103士13 4.46士仇54 41土 5

ワ カ メ 90士13 丁.16土1.04 1島9土23

丁カ･ヤ ギ 118士1丁 8.TT士1.1a き44土44

白 魚 86士16 10.69士1.94 ■■-

き.結 語

海産生物中のヱ10Pb の定量方法を検

討し.二三の試料忙つぃて分析を行なっ

た結果､微音ではあるが210Pbが存在ナ

ることが明らか占在った｡現在分析試料

軌ま少をぃが､210Pb含量の大きh海

産生物も存在ナると考えら九るので､今

捜さらに対象試料の種類を増加古せて分析ナる必要があると考えら九る｡

鰯 原子力発電所排水月付近で香春したアコ十

ガイによる引圧hの蓄積=第1朝=

ン溶液把J

ぃた｡遭稚

6規定塩酵

らにチオシ

ルトは塩顧

た｡2打力

測し､計測

さらに回収

表1 丁

丁コヤ､ガ

丁コヤガ
■l



カ1¢OpCiとし､わずかに持出卓九るが1=甚i以下のものを+､抄出不能のものをⅣ.D.

でしめした｡

敦賀地区(浦底湾)にお山て採取した海漂華圧ホンダワヲ馬､ミル)及びシロボヤ把80co､54Mn､

等の誘導放射性核種が検出き九屯,最も放射能が高ふったのは､昭和47年8月29日軋取水口附

近(国中の4)で採取した緑藻ミルで､そわ値ほ軸C｡り.8xlOき甚i/鞄生畳畳)班Mn(9.T

XlOa甚iノ戒ク生重畳).軸Fe(l.さX_1.0島鰐l/軸生重畳)であったが､その後､102

pCi/鞄生重量のオーダー忙低下してh島｡

一方､大熊地区に於て､昭和4丁年鹿忙採取した海産生物には.誘導放射性核種はまったく検出
卓九をかった｡

3.結 語

昭和47年秋以後､浦底湾の湾奥部から帝口部紅かけて採取したホンダワラ属海藻及び定点ブイ

のシロボヤから¢OCo､占4M且が微量ではあ鳥が恒常的打棒出卓九､今後のな如少きが臨月卓九る｡

ソロポヤ(Styela plic&t&)は､他の海産生物忙(らべて､誘導放射性核種を高療鹿に

蓄積ナることがぁか軋∴施設排水のモニタりシダをおこ走う際忙､良ぃ指標生物であることがわか

った｡

表1海藻類中の誘導放射性核種濃度(福井県叡智地区)
pCi/晦生重量

種 類 採取地点 採取年月日

ヤプマタモク

ウミトラノオ

シ オ グ サ

ヤツマタモク

丁 オ サ

ミ ル

ウミトラノオ

7
-
7

T

T

T
.
4

丁

丁
ヤ
ヤ
ヤ
ウ
ヤ
ヤ
ヤ
丁

カ

マ

マ

マ
ト
マ

マ

マ

ツ

ツ

ツ

ミ

ツ

ツ

ツ
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図2 福島大熊地区紅おける試料採取地点
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国王 横須賀港周辺海域把おける海産生物力仝ベータ 値はみら九なかった｡

平均放射能の趣牢変化

■;原子力潜水艦入港時期

l;中国枝葉盛時期

日フランス核兼良時期

Ⅳ 小 ヰ1 4賢 一時 ▲■ ヰき 舶 ■丁

幽 放射性同体廃棄物の海洋処刑こ伴う海産生物

等に閲す乱調査･晦和47年度予備調査報告

東海区水産研究所:敦賀花人､浜部基次､

矢島信一､渡部春輔､本城康至､奥谷喬司

｣トTナ # 姑洩言ト≡封 士｢[吐ゴヒ 貞ヒ､{か占｢7_

安全研究協づ

は今後の研字

直移動､卯月

収集亜理が運

うな深海の当

スの俵捕梅毒

とい㌔

次に海水♂

到達し得る月

でぃる｡しボ

数十年程度¢

状態な推測=

ることとしホ

放射性核裾

太平洋的な謁

忙とどまら亮

れてぃる漁業

ドの調査も甘

ユ.調査結男

優補海域仁

構成とも忙3

る存在量は｣

域であること

5.5 0 0れづ



放射能バザタグラウンド把つhては

1折C8 濃度ほブラユ′クトンではよ8

-l.¢pCi/鞄･荘重畳､カツオ.†

グロ〔解肉)では15-20pCl/和

･湿重畳であって他の海域における生

物の放射能水準と佗ほ同じであること

が推定盲九た｡60Coの凛症は定土限

界以下であって定性的托も検出卓九丑

かった｡

付回一放射性菌体廃棄物の海洋処舟(東海区水研)

調 査 点 国

t棚 1労 相げE

D

___寧
C

鋤 横須賀､佐世僅､ホワイトピーチ港

におけ計放射能調査

海上保安庁水路部

○塩崎 愈､佐藤安臥木村忠正

1.緒 言

本調査は横須軋佐世臥ホワイトピーチ港む海水お上び海底土の放射詑を定期的忙調査し､そ

の長期的変動を明らかにナる目的で行ってh右｡調倭旺昭和き9年鹿から開始さ九たが昭和45年

鹿か如主従来の全β放射能の測定を調査の自的托ょか合致した核種分析忙切か替えた｡昭和=年

度上力沖縄返還忙伴hホワイトビーチ酷け臍套か加えら九た｡

キはあるが∃

しぃ変動は毒

力宏く高h譜

は常忙高く句

点は常把任し

ただ横須賀嗣

測点5の値l二

和46年藍､

3回目の値東

急漉してhj

こ九は汝凍中

るものであj

このことは～

調査期間中∃

少者るしh申

源は丑かうカ

のと思わ九月

検出卓九ホ

…0｡忙つレ

はこ九は何力

もたら盲九カ

のであるかを

確忙ナること

困難であも



入港以前の試料につhても軸Co と思われ為

放射能が掃出されて卦カー表a),原子力羊

艦忙上るものであると､考えることは田♯で

ある云

3.結 語

原子力軍艦忙対する放射能調査として叫Co

の測定な行った｡放射性降下物申忙おぃて､

tた原子力軍艦の寄港し丑山港把帥ても

…Coは検出さ九てお力､徴量の軸Coはそ

のtま原子力軍艦にエる汚染とは結びつか丑
レも しかし丑がら原子力軍艦から梱Coがか

か忙港内忙放出享九た場合托は､当然海底堆

積物中に軸Coが濃縮卓九､堆帝物中の帥Co

の膿まの増加が予想盲九るので､水路部の行

う定期調査では､海水エ力もむしろ海底堆痍
物串の帥Co の変動忙つぃて調査を行って喧

きたh｡

弗2回 港湾の海水､海底土のC¢-144の総平

均の趣牢変化一1

l●IJ
1′Jl 19 TJ

弟1表 鞋湾過水､海底土のCo-…の舟析結果

t■TO t●Tl l●TJ



第1衷 港湾海水､海底土のCo-=の分析結果一之

昭井口ヰ6年庶

横.須賀鞋 第l回 幕 2 国 弟 ユ 回 第 4 回

海底土 1 丁

昭和48年6月 昭和48年9月 昭和H6年12月 昭和4丁年3月

吼008土0.001
0.00丁土0.00l 0.00¢土0.001 0.009士0.002

pCi/ケ 2 11 N.D. Ⅳ.D. N.D. Ⅳ.D.

3 14 0.006士吼¢Ol 0.005土軋001 0.005士0.001 Ⅳ.D.

4 15 吼011土0.002 0.013土0.001 0.009土0.001 仇010士0.001
5 1丁 Ⅳ.D. N.D. N.D.

･N.D.
6 24 0.019士0.002 0.016土0.002 0.016士0002 0011士0002●

佐世保鞋 昭和4¢年¢月 昭和4¢年9月 昭和4¢年12月 昭和4丁年3月
2 11 0.00丁士0.001 N.D. 0.008士0.002 0.006士0.00l

海底士 3 14 0.007士0.¢01 吼¶09土0.001 0.015士0.002 0.009土0.001

pCi/ケ 4 11 0.¢lヱ士0.¢02 0.00-9土¢.001 0.004士0.001 Ⅳ.D.

7 20 0.034士0.002 ¢.0ユ1士0.002

■●■●●●

吼013土0.002

0.02丁士0.003 0.028士0.002

0.007士0.001

0.018士0.002

10 12 0.OlO士吼00l 0.008士仇002

12 ユ8 0.0ヱ0土0.002 0.021土0.002

1ユ 15 0.019士0.002 0.01丁士0.002 0.015土0.002
▲

0.012士0.002

第1表 鞋湾海九海底土のCo-=の舟析結果-3

横須賀鞋 弟l国 第 2 回 第 3 回

表3 佐

測点名

低位保-

海底土 1 8

pCi/≠ 2 1a

3 14

4 1¢

昭和4丁年6月

0.0(I中土¢.¢0l

-0.00き土0.0tI4

0.¢01士0.¢○▲

0.005士吼○¢4

昭和47年9月

一札00き土0.004

0.00¢土0.004

0.001士0.004

0.007士¢.00丁



3.結 語

放射性降下物把上ると思わ九

る外洋の放射能は､昭和47年

にほ各海域とも減少してhる｡

中国､フランスの核実験が位然

続けら九てhる現在､:7オール

アウト調査も続行の必要がある

と思わ九るが､急増しつつある

陸上原子力施設における放射性

物質の海洋放出把上る影響忙つ

ぃても､今後調査を行う必要が

あると思わ九る｡

第三図 核種別年度別総平均の経年変化

0.5 /ハふ
∫

集1国 昭和4丁年鹿核種分析用海水試料採取点
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2)･一般海洋観測､3)･放射能バブタグヲウy憫義以下各項月につぃてト観測お上び分析漁具

の概要を述べる｡

1).海底地形調査

At Bt C､D各点に軌､て各点をほほ中心とナる一辺aOマイルの正方形を第1図の左下忙示

ナ如く10マイルおきの唐紅沿って測津を行っ転用hた測深機は従来のNS-1針型で送波横ヂ､

受波器180のものであも結果せ弟姻忙示もこれらの結果忙上ると､丑､C点周辺は探卓も

約軋000mと深く､また海底も比較的平らであるがtD点周辺は.削.aoomと此戟的浅く､

南方おエび西方に向って徐々忙辣く左ってhるoA点周辺ではA点の南西方に約月.100mの浅h

所があ射そ九以外忙も所々托約…小机位の梅丘がある｡

集1図に示すSt･1からSt･19tで合計=点で表層から海底近くまでの各層観測を行っ転

観測項目は水軋塩分､潜在酸素である0結果の一例として水温の釦直断面図を第3匡庇示も

3).放射能バザタグランド調査

A､B､C･D点に帥て海底近くから1･…On(D点では5…訊〕おき忙100βの採丸
8t
D点では採泥を行っ布こ九らの試料は東京把持ち冊え軋80Sr.1aTc8.80Coの3核種把つ

hて舟析を行った0分析法は帥SrI硝酸ソーダ托上身沈殿卓せた後､帥ナ也直接分離測定法､

叩軸ま日本近海海水の分析と同じ方法を用hた0伽Coは水酸化物として沈殿させた乱陰イオ

ン変換法おょびテトラヒドロフラン一塩軸耽な用hる陽イオン交換法で分離せ行った｡最後把銅

板上忙電着れ､β辟スベタトり-≠-を用hて測定せ行っも分析の給具を第1釦示もこ

九らの結果から明らかを如くt……嶋津の00日rお上び13丁糾ま奄くわずか検出されるか､

あるぃは検出さ九左h程度であれ00Co托つhては全試枇つhて全く検出卓九なかった｡

a.私 語

昭和4丁年鹿の調査は計画の初年度とし†予備的紅葉施したものである0今後の調査結果なまち

結論をまとめも
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細 大平洋東部海水旬トリチウム

気象研究所

○島田利夫､杉村行男､重原好次

昨年度把ひきつづhてt太平洋東部海域の=チウム濃度の測定結果を報告ナも今回は1971

-19丁2年把おこ左われた東大海洋研究所白丸丸紅上るフェニックス航海にお山て､太平洋の

1=押■と､1相Wに沿った海域の表層および喪層の海水唐採取し､海水中のトlけウム混直の

水平および鉛直分布を測定した｡

第1表把､トtIチウム藻鹿t水軋塩身の鉛直舟布をし肘㌔14♂Ⅳに沿った表面水のトリチ

ウム濃度は､1fⅣでは4T･U･であるがt南下ナるにつ九て醜少し.1fSでは1.5叩.59電

では○･4T･U･である010げⅣ托沿って北上ナると12｡sで=T几であるが､9｡Ⅳでは､

ユ･9T.U.と増加ナる｡

この南北方向の水平分布は､ナで町報告した170｢町忙滑った分布とほゞ同様で､北太平洋表

面水は南太平洋よカ高レlトリチウム濃度なもっ01TO｡w卦よぴ148｡wと1008wの測定結

果をまとめると､196烏年-1972年托おぃてt轟太平洋表面海水中のトリチウム蹟度は.

1･9～0･4T･U･であ机北太平洋の表面水15一-1･6T･U･紅くらペてか椚小帥ことが明ら

か忙走った｡

兼忙しめしたエうに･同一地点では混虐腐内におけるトリチウム濃度は極めて均一であるが､水

温躍層を境として限度が息漉ナも

このように､南北太平洋の表層水忙thまだ托t北高甫低の分布をしめナことは､HTOの降下

嫡ヒ半球で多く､北南太平洋の表層水が恒だ忙混合均一化してh左hことをしめも今後町測定

忙上机南北南太平洋水の混合均一化ナるまでの時間がトリチウムをトレーサーとしてほから九る

であろう｡
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軸 日本近海海水¢卓β放射能

気象庁海洋気象部

○ 朝 岡 胎､ ♯ 亜

l.緒 言

気農庁海洋気象部おょび商館､神戸､♯■､轟鴫¢各海洋気鹿台で吐､海水中の放射性物質の分

布とその変動を調査ナる目的で1争56年上凱継続しで全β放射能の測定む実施してきふる｡以

下例年のように､1972年丁月ユタlOT慮年l月までの椿果忙つぃて報告ナる｡

2.調査結果の概要

前年までと剛軋表面海水5Jを鉄-バザ争ム典故法で地層し､沈殿中の全β放射能記O加計赦

蓑せで測定した｡日本周辺海域¢珊売値は固托､1甘丁2年おょび19T3年(¢月まで)の海域

別の平均値は表忙それぞれ示して去る｡

全般的忙ヱpci/か翫邑えるょうな測定傭は稀で放射性物質忙エる著しh影響は認めら九なぃが､

海壌月匝平均値では東支部海が昨年忙引続いモ1p亡l/jを上回って､他の海域り高h傾向を示
してぃる｡また黒潮域､酉赤道海域などの■魔弟諷填でもゃヤ高目の値を示してぃる｡

海 墳 別 平 均 値



脚 深海底層洗剤定の予備調査

気象庁海洋気象部

秋山勉､長坂昂-

l.桔 呂

放射性固体廃棄物の海洋処分忙開ナる事前の海洋環境調査の一項として､気象庁海洋気象却は昭

和=年度以降け年計画で､投棄候補海域り地点忙つぃて､(1)底層流測定吻周辺海域の稽領海

拝観珊 指揮海水･海底土の放射能ノミクタグランド珊定等調査を担当することと在った｡深海忙お

ける底層流の実体を把握すること隠､海洋処分匿おける安全評価のための基礎笥科として重要な調

査である｡しかしをがら技術的を難しさもあっで本海域忙おける深海底屑流の乗珊はこれまでほと

んど行なわれてh左hのが乗状である○近年に左って韓海の徴帯な流れを長期間連続測定できる流

速計(リチャードソr型)が開発さ九､濁流装置の設置･回収技術も進歩Lて測定が可能把をって
きた｡昭和47年鹿はこの調査の第1年目で射､底膚流測定咽ための測器類の性能･乗用試臥

甜流装置の設置･回収法の確立を主として予価調査を行恵 昭和48年度以降の本格的調査忙備

えた｡

a ■調査結果の概要

2-1･潮流装置の設置･回収方法

これには裁つかの方法があるが今回は固忙示ナよう左設債方式およぴその回収につhて乗地試験

を行在った｡この方法忙よ九ば､チューン一丁ソカーをど町蚤量物を切離ナとと忙よカ潮流装置が

耐圧浮子の浮力忙よぅ･て海面まで浮上してくるので､由収傾蛙無負荷で安全忙行なう亡とができ

景物を切出

置間の超青竜

の有力な手t

あった｡

㈱ 時巨

耐圧容器F

離しを完了二

地試験忙よゴ

相 乗封

切能楽置¢

動浮上してく

伍)表召

測流装置至

って存在を覇
ので､ラジ悠

収用アローI

こと忙よぅ1

上述のよ雲

よぉ､昭和｣

和48年3J≒
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1･丁ン■カー(1001呼)

2.チェーン(150垣)

3･時限式切離装置(5桓)

4･海曹政式切離装置水中部(151年)

5･損気テープ記魚式流速計(23垣)

嵐i耐圧フロート(浮力8¢垣)

1･表面フロート(浮力300垣)

8.マーカー･ブイ仁フラシュ･ライト･及び

レーダー･レ7レククー付)

9.回収用フロート

10■ 海曹波式切離装置指令部

tl･･バイレン･マルチ･エイト･ローブ(12鴬¢)

1.蒋

原子力施

鹿も引続h

前回報告

佐賀県玄

茨城県東

福井県莫

島根県鹿

中国地方

2.調査研

46年鹿

実験忙よっ

左ぃで直接

力地表水以

2.1 電

45年産
地 0.5節



昇1表 未稼動施設およぴ一般環境

1-1〕中国電力島根原子力発電所

所在地 島根県鹿島町

採水日 47.10.9.

採 水 嶺 所
トリ チ ウ ム濃度

pOi/β月20 で.R.

才津貯水槽 2 t)3士3 丁 8 4土12

輸谷東側1万トン貯水槽 225士28 70土 9

翰谷西側1万トン貯水槽 316士2丁 9 9士 9

手中5千トン貯水槽 261士31 8g士10

純水 153土 き 48土 1

取水口 海水 3 0士 4 9土 1

排水口 海水 33土 4 10土 1

鹿島町簡易水道原水 181土3 7 5 7土12

採水日 48.6.19.

垢谷東側1万トン貯水槽

-■

161土 5 43土1

鱒水場 13 8士 5 5 0土 2

25土 4 8士 1

取水口海水

排水口海水

1-2〕中国地方一般

許2表

トリチ

T.R.

2-1)

滑招､1

潮風Il､

那珂川､

郭珂川､

新川､裾

新川､乍

久慈川､

久慈川､

阿槽浦

村松中頭



2-3〕福島地区

採 水 場 所 種 類 ▲6.l.1き 48.6.28 41 鼠 21

大熊､東電､取水口 湾∴永 1¢7 55 42

排水口 海水 1丁3 94 34

地下クエ十ク 原水 70 14 6.与

イオン交換 太 42 11 6.8

一

号 井 井永 4 2 ～

坂下ダム 川東 4TO 204

3.結 語

り一般環境にぉけるトリチウム濃度止試料が主として中国地方の試料に限定されたので厳密壕

比較虻できなぃが､p8i/戚=20で表わして､陸上の表面水は最低153-最高316,平均214,

沿岸海水はそれぞれ30,70,45で､従来の測定捷果の範囲をこえてぃ恵h｡しかしこれらト

リチウムは1961～2年忙わたる壊実験の降下忙由来ナるゆえ､10年経過した現在､物理半裁

期12年による減衰と海洋への拡散忙よぅてそむ渡少が期待される｡実際に過去から現在までの赦

値を比戟すると､地域差､気象学的条件を考慮ナる必要があるが､年々若手減少の傾向が認められ

る｡

2〕施設周辺は原則として(1卜次冷却用の原水としての河川水､湖偏水､井水闇二次冷却用の取

水口､排水口付近の海水およぴ(8)飲料水を対象として採水してhる｡これは深井水､沿岸海九地

表水の慣忙トリチウム濃度が増ナので､相互のデータよカトリチウムの動向を判断する必要がある

からである｡左お東海･大洗地区は水戸原子力皐♯所か毎月実施してhる全針紺定地点と佗ほ同一

である0これは全βとトリチウム釘瓢憩他の対比に便利であるためである｡

り施設周辺の排水中トリチウム農産の高h例は放射性廃棄物の処理または処分把とも左うトリ

チウム放出把よると考えられる｡時事防止法の排水許容濃度はトリチウムの水中忙おける最大許容
-

_▲-
_

__ _ _
_ q _ ■ ▲

▲
▲ ▲ _

〔籍

福井県敦

捏とその横

〔調査研究

用l敦

14地点

析を行なっ

結果を表



種 類 採.集 年 月 日 l折口s
p(】i/晦生

ヒ ヂ キ 4れ 丁 8.4

ツ ノ マ メ 11 † 15

ヒ ヂ キ
∫

山Lli 6.2

ツ ノ マ メ ▲111 10.2

チ ダ イ(肉) ▲1 11 10.丁

これらの値壮前年忙此し同程度であった｡

〔括 語〕

清底湾の試料把つhては更忙…00の分析を焼けてt放出量との地域把よる相関を見出す様忙検

討ナる｡18Tos 把つぃては､両海域の汚染の実態町把握を続ける｡

㈱ 港湾における堆積物の放射能調査について

(財)日本分析化学研究所

0千乗盛人､大里宏二

浅利健一､石井 乗

河合尭昭

京
〃

阪

勢

の

東

大
伊
そ

a.冶

結果をヨ

オールTl

帥8rI

面した束】

帥001
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表 き 東京帯地区分析結果

地 点
全β放射能

〔p(コi/夢)

l抑0き

(poi/晦)

l=玩+14tpr

(p〔】i/軸)

帰zn

(poi/晦)

隅田川河口

〟

平和島沖

羽 田 沖

姉ヶ崎押

蓉老川河口

〝

〝

〝 仲

子 稟 沖

稲 毛 沖

幕 張 押

船 橋 沖

.ゝlゝ
′ナ,

_1しL

373

42丁

563

420

414

567

286

71¢

185

381

116

242

205

136

1¢9

ムTD

〝

〝

〝

〝

〝

〟

〝

〝

〝

〝

〝

〟

〝

〝



表5 各巻磨堆積物中の帥0｡濃度

帥c｡(poi/晦)

区 分 地 採取年月日 化学分析

(β計測)

化学分析

(β計測り

Oe(Li)

検 出 器

北海道 1室 蘭 港 内

2 〝

3 〝 港 口

4 〟

4丁.丁.i9 もTl)

〟

〝

オ

0.9士0.ら ヱ.2士ヱ.6

横 浜 1三菱重工前

2 〝
押

3 日鋼浅野ドック前

4 〟 沖

5 〟 鶴見造船所

6 〝

7 〝

4丁.¢.28 もTD

〝

〟

〝

〝

〝

〝 皿丁士伽5 2.6士2.¢

京 都 1宮津湾黒崎沖

2舞馳再三浜沖

4t T.10 丁.古土1.5

乱2土1.5

5.2土0.6

5.7士0.6

4.0士1.9

5.1士4.8

広 島 1三菱重工前

2 〝

3呉日新製鋼前

4 〝

5福山 日鋼前

6 〟

4丁.8.ヱき

乱 25

さ.22

もTD

〝

〝

〝

〝

〝

1.8士0.6 ー0.6土2.2

表5把示

一試料を用

施設以外の

と考えられ

また別忙

具

仙

1

2

a

1

5

6

結の.こ



図1■ 海底土採取地点
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脚 茨城県沿岸における海産生物への放射性

核種の蓄積について

茨城県公書技術セン∵クー

森田茂樹､0平井保夫.小池亮拍

1.1措 呂

茨城県沿岸の海産生物の放射能汚染の尭臥放射性核種の移行濃縮等忙つぃて､昭和47年鹿把

行った調査結果を報告する｡

2.調査研究の概要

川 東海南沿岸を中心とした調査対象海境比全般粧遠浅で天然の魚礁も数多く寒暖流接合填であ

ることなどから艶美資源把恵まれ､シラス､ヒラメ､スズキ､イナダ等の好漁場となっておれ更

に磯崎､乎軌久慈の岩礁帯では見舞の蕃軋海諌の採取が行をわれてぃる｡〔国1参照)

海産物試料は周辺海域忙おける主を魚具藻類宜漁協の協力を得て水揚げの際把採取した｡試料は

電気炉で灰化後､放射化学舟析法忙工如怯穫の分劇庖行なぃ､低バ,タグランド計測器で放射能を

測定した｡放射化学分析法は科学技術庁および放射性廃液海洋放出調査喝別委員会化学分科会の編
集したマニュアル忙従った｡安定元素の走暮は前処理復原子晩光分析､発光スペクトル分析把よっ

た｡

ほ)茨城鼎沿岸における海産生軌底質等の放射能水準は全般に低く全国平均と較べ低h方把属

してぃる¢また過去5ケ年間はレベルの変動も少なく､昭和43生把幾分高h値を示した以外めだ

ゥた増減もをくほゞ横ばぃ状庸が続ぃてぃる｡

表1･把各種海産生物中の安定元素書､放射性核種濃度の分析鮨果の概要を示した｡また表2.に分

析値よ少算出した熱線係数等忙つぃて示した｡

=sr濃度は低く魚筋肉で0･2～1･▲腑/垣､海藻でも1.2～さ.4pOi/晦で変動巾も少なか

_J-
血臼井再J,′丁､90凸__きLI_L劇■■月■■.■ t 一生一_1.1_l...｣ヒ ■ ._._

..｣_▲⊥▲ _.
⊥

と魚鮨肉以

1日oe湊.

Oeは海洋

溶性プラク

できると考

1110eの値

高く500

=且r-9

界以下忙兢

下の低レべ

3.括

東海村沿

核実験の影

沿岸で採

力高h濃廟

値を示した

栄養段階

海藻､シ

討を進めて
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㈱ 乳甘中の=sr濃度について

国立予防衛生研究所

○永井 充,石井俊文

人体把対する環境放射藤の朗陀知る基礎習料とナるため､前年度に引続ぃて乳歯中がOsr鑑

鹿の捉毎変化､地域差､噛育栄養別の差異おょび安走ストロンチウムをど把つぃて検討を卦こをっ

たので報告する｡

2･調査研究の概要

Ⅲ 昭和47年産は11･Tll太(関東地方4･0=太､東海地方5.4丁は､北陸地方1.382

屯その他76ほ)の乳歯が集めら九､現在まで収鮎九た乳歯総靴1=325太である｡

(2)各方面の協力を得て収集卓九た乳歯は

イ.地域別(関東地方､東海地方､北陸地方)

ロ･歯種別〔乳切歯､乳犬歯､第一乳白歯､第二乳白歯)

ハ.出生生別〔～19¢6毎生九まで)

ニ.晴育栄養別(母乳発車､人工栄♯､混合栄兼)
托それぞれ分類して試料の作美をおこなh､I18rの分析をおこなった｡

脚安定ストロこ′チウムは前報と同様忙乳歯中のI¢8r蹟産れらペた試料の一部を用ぃて原子

晩光分析把よカおこなった｡乳歯軸安定スト勘′チウムはTablel.把示ナとおカ､Oaけあた力

闘東地加3t3士=伊､東海地方では290士一1舶上び北陸地方はj99士4岬であゎ､

地墟別､晴育栄養別の差異はみら九孜かった｡またiT加正巳aは歯種別忙よる安定ストロンチウム

の連hを検討したものであるが､同様忙歯種間の有意差はみとめら九をかった｡
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表2･人骨 中の…8r 濃度

死亡毎月

昭和4T毎 5月

〝 8月

〝
l月

〟 〝

〝 丁月

〝 4月

〝 〝

〝 〝

〝 〟

〝
5月

〝 〝

〝 〝

〟 〝

〝 〝

〟 ¢月

〝 〝

〝 〟

〝 〝

〝 〝

〝 〟

〟 ∫

〝 〟

骨 種 検体教 祀i…sr兎Oa

0.5 3

0.5 9

0.7 8

0.¢ 4

0.81

0.9 a

O.91

0.82

0.8 5

0.7 9

0.9 0

0.6 7

0.6 8

O.6 6

0.6 9

¢.8 8

0.6 8

0.9 0

0.90

0.Tl

O.T T

mg S琉Oa

0.2 2

0,2 ヱ

0.2 4

0.21

0.2 5

0.2 7

0.2 5

0.2 3

0.2 4

0.2 6

0.2 T

O.ヱ 2

0.2 3

0.2 0

0.Z2

0.2 3

0.2 4

0.2 7

0.2 6

0.2 3

0.2 4



表2 人骨中の=8r轟鹿(っづき)

死亡年月

昭和4丁重 2月

∬ 〟

〝 〝

〝 8月

〝 〝

〟 〝

〟 丁月

〝 5月

〝 ∬

〝 〝

〝 さ月

〝 〝

〟
9月

〝 1月

〟 一月

〟 〟

〝 さ月

〝 〟

∬

∬

片

∬

骨 種

覇 骨

仙 骨

肋 骨

脊椎骨

長 骨

廣 骨

肋 骨

脊椎骨

長 骨

仙 骨

脊椎骨

肋 骨

脊椎骨

長 骨

肋 骨

長 骨

脊椎骨

長 骨

仙 骨

許椎骨

肋 骨

検体数 祀i…s拍Oa

3.3 5

3.11

3.4 a

l.91

2.0 0

3.2 5

1.35

1.2 8

仇9 5

1.19

1.18

1.17

1.4 6
1

1.2 9

2.61

1.5 3

1.12

1.19

0.8 8

1.0 6

1.15
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2.調査研究の概要

環境放射線の情報解析にあたって吼情報の内容として放射繚強度の時間変化､左らび忙放射線

の種類とエネルギースペクトルがあげら九る｡放射線強度把つhては単把相対的強度を求め､こ九

を鹿畳に換算する方法と､直接に線量奉を計測ナる方法とがある｡また､エネルギースペクトルは

主としてr藤につhて測定が行わ九てhる｡最終的目標順境放射線が人体に与える線量を､その

原因別に決定することであゎ､このためにもNaI(Tりシγチレーション検出器､さらにはOe

(1i〕半導体検出器を用ぃたスベタトり一歩が有効な測定手段となる｡囲1はⅣaI(Tl)シソチ

レーク､ならびにOe〔い)検出器を用hたスベタトり-タを使用して環境放射線に関する情報

の把握ならびに線量決定手段の概念図である｡この概念図忙示したぃくつかの内容は､技術的に解

決しなければなら帥多くの問題を含んでhる○ナなわち､1)検出部の可搬性､幻検出部よ少得ら

れる信号の伝送､3)信号の解軌4)解析括果の表示法､5)こ九らに必要を基礎資料､夜どである｡

こゝではこれらのうち2)にかゝげた膚号の伝送に関ナる研究結果を示す｡信号の伝送方法は或1の

如く分類さ九る0すなわちアナログ(波高値)の信号で伝送ナる場合とデジづル(2進コード)化

した信号で伝送する場合と把わけら九､専らに信号チャンネル数を1､2､4チャンネルのそ九ぞ

九把つhて分類が行わ九る｡また伝送方法に吼有撫で行う場合と無頼で行う場合､盲らに伝送を

入力信号と同時把行う場合と指定書れた時如行う場合とがある｡今回弔わ九た方法は衰1の0印
のもので､そ九ぞ九の特徴は次の如くであった｡

衷1信号伝送塾(0印はこの研究で行われた方法)

ア ナ ロ グ デ ジ タ ル

○最も一般的
02連コードを扱高値〔0､1､2､3〕に分

類さ九た信号

確実性が増ナが回路が複雑 02進コード2チャンネル

時)アブ･

アナロク

回路が複潮

えると､一

線ならび把

みでこ九托

(4)デジ

信号のデ

線hず九の

る｡またこ

ADO回路

は収魚時の

た場合収顛

ある｡lチ

忙よる影響

(5)ヂジ

この方式

棟無線､看

ることがで

ル数4.00

(6)4チ

4チャン

の方式であ

回はとカあ



レスポンス関数計数

効率に関ナる資料

環境放射線情報

(r繚スペクトル)

r線スペクトル検出体

信号伝送
Nり(Tβ)
シンチレ｣タ使用

r繚スペクトル

Oe(Li)
半導体検出
休債用

レスポンス関数

を用hr繚エネ

ルギー線束密度

の決定

ビータ核種の決

定と定量

〔十



舶 r繚スベタトロメータによる

環境試料の放射能測定

理化学研究所0岡野真治

1.緒 呂

r静スペクトロメーク忙よる環境試料の放射能測定はナで忙10教生来主としてNaI(T現シ

ソテレ一声を用hたr辟スベタトり-メ忙よって行わ九てきた｡この機器分析法は比較的高感度

で同時把核種分析ができるため放射化学舟析を行う前段階の測定をらぴに放射化学分析後の核種の

確認のため広く使用書九てぃた｡しかし一方NaI(℡りシソチレークを用ぃたr線スベタトロメ

ータによる測定は核種が数種類以上混合してhる場合や多数のエネルギーをもつr療を放出ナる核
種の混在する環境試料の場合は不充舟で､またこ九ら把含ま九る混在核種を分離測定与ることは技

術的に困難夜場合が多h｡従来仁=ⅣaI(Tりr線スベタトり-タ把よる方法は一般には数核種

の分離定量が行わ九てお力､その検出能力は1垣程度の試料畳の場合､pOi/g または教=

pOi/ダ程度の試料の測定が行hうるのが現状である○こ九は環境試料の放射能(一般にpoi/

g)の場合には検出可能をことを意味ナるが､こ九らの濃度の10-革lO身の1程度の検出を求

めら九る最近の環境放射能に関ナるさびしh監視の測定方法としては必ずしも十分では左かった｡

しかしながら1960生代把入ってr鮎ベタトロメークとして検出体0モ(い)半導体が秀九た

卦解能を有する検出体として見出盲九､卓ら把1970年代にぃたって実用段階と銅､Oe(Li)

半導体スベタトロメータ忙上る機器舟析が従来仁=ⅣaI(Tβ)シソチレーシ,ンスベタトり一声

忙とってかわるようになった｡鋸(Li)半専任スベタトり一風阻特徴はr藤エネルギーの分鰯

能が秀九てお虻､このため混合核種の分離症量が可能と如､またデータ処理が容易把在ったこと

でぁる｡したがってr蘇を放出ナる核種忙つ小ては放射化学分析を行う亡とをし把poi/嫡定ま

たはこの程度の良鹿中把含ま九る卓ら托lO身のl程度の混在核種の舟離定量が10叩程度の告
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(割･原子力施設よカ放出卓九る放射能

一般に原子力施設よ少放出さ九る放射能は中性子把よる誘導放射能が代表としてあげら九､F.

P･は比戟的少帥｡誘導放射能としてはOr-51､Fe-59､00-60､飢-65､銅

-12iなどがあカ､この伽n-=､Ag-110軋Os-134をどを含み､特定核錘よ
カこ九ら核種のお互の比率ならびにF･P･核種との関連が重要となる○この関連を求める考え方

はOe(Li)半導体スベタトロメータが利用盲九るようになカ測定が容易となったことと合まって

環境放射能の調査叱新たな方向を与えることと在った｡このことは従来の特定核種(自然環境なら

び把核爆発実験にとも在って放出卓九ることの少夜h核種)､例えば00-60などを中心に監視

が行わ九てhるの忙対して環墳匿存在ナる核種の割合吋重点がおか九る調査方法が採朋九るよう

忙去った｡

刷 環境試料から碍ら九る放射能情報

r癖スベタトロメークを用hて環境放射能に関する情報を得ようとする場合､使用書れる試料と

して浮遊じん､雨丸土壌が代表的をものとしてあげら九る｡

浮遊じん(空気中把朗九る放射削は環境放射能レベルに関して局部的を汚染状況を知るため

ばかカで左く､地球全体の放射能汚染状況を拒撞ナる虹役立つものである○しかしながら浮遊じん

の採集は大量の空気量を必要とナる一方そむ採集方法忙関する技術的な問題点も多く､実用的な面

で英行が容易で帥｡このためこ九把代る方法として雨水の測定が行占九る｡
雨水の放射能は雨如成軋降下阻楔構から浮遊じん把代る方法として高h濃縮度が侍ら九て測

定が容易な利点がある｡しかしながら定量的なデータを降雨毎の雨水忙求めることは雨水の成臥

降下の現象から横構が複雑をた棚析が困難である｡とのため雨水中の放射性核種につぃては主と

して相対濃度が情報源として価値がある｡雨水中把含ま九る放射性核種の相対濃度の測定佗比非破

齢析であるr凝スベタト叫一声比布触手段で､雨水削の喪崩試料を使用すること忙よって

雨水中忙含づ九るBe一丁･Os-1=･Ru-1…Iロe-144さら忙初期フォール"ト

の場合忙離れる短半減期の多くの細の換蛇圭ができる｡現在理研で行われてhる方法は1ケ

月を単位とし各月の雨水(約1J/ヱ○†り中忙含まれる放射性壕種の監禎が行抽イhス_苗★血

Ⅲ
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脚 海水i海産生物.海底堆積物中の

放射性ジルコニウム分析法

〔財)日本分析化学研究所

山県 畳 =罫立公衆衛生院〕

池田長生(東京教育大学)

千葉盛人,大里宏二 ○熊埜御堂真土

原子力平和利用施設や本格的在触忙伴h･こ九ら施設から排出卓九る放射性核種の環境中忙お

ける挙動を調査し､放射能レベルを把轟ナる必要がある｡昭和=年度は原子力施設から排出卓れ

る放射性核種のうち･核分裂生成物の代表的な壊種である放射性ジルコニウムの分析法忙つぃて検

討した｡

原子力施設から排出される放射性如コニケムは主として排水と一諸忙.海域に排出卓れるため､

標準分析法として海水･海産生如上び海底堆積物の環境試料を対義kした｡また､ジルコニウム
と挙動を共忙ナるニオブが存在ナるがト本法で広ジルコニウムー=とニオブー95を同時に測

定することにした｡舟析判定感如海如上捕産生物憶灰試料1g,海底堆漬物闇風竜土1gを

用ぃ､低バックダラケン冊赦兵糧で掴～…舟脚軋定した場合tそれぞ九1pロi′β.10pロi′毎

生･1000pCi/吻乾士を目療とした｡

2.調査研究の概要

東京教育大学､日本分析化学研究所忙帥て､襟債分析作成のためむ基礎実験として.分館抽出

法､濃薪法一道抽出監マウソト蛙左ど忙つぃて各鼠検討した｡

(1)海底堆積物の分劇抽出法
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表1･クロスチュータの拝具

試料. 海 水 海底堆積物 ホンダワラ
l

ヒラメ ムラサキイガイ

機関 (poi′戚) (p侃サ風鹿士) (pロi′′A軸) (poiノアA油) (p(コi/ナAs血)

A
514士 5 165土4 1丁.2士0.8 81.4士2.ヱ き58土g
498土 5 l18土4 18.8土0.9 65.9土2.a ヱ91土8

B ･■■■■
-■■

1¢.2土0.丁

14.1士¢.8

57.8土1.5

53.4土1.5

0

418土12 124士5 6土ヱ 51士 3 103土4
き6丁士10 129土5

lきl土6

11丁士5

15土2 き3 土 2 12丁士5

D
482土18 llO士10 20.4土1.9 60.5士4.5 272士14
与19土19 1tl土9 19.3士1.5 43.8土ユ.阜 268土 9

E

587士9

545士8
■

594士9

■-l

10.5士0.9

9.き土0.8

10.8士0.9

13.0土1.5

3.¢土0.9

21.2士l.8

F

381士4

395士ら

129土4

1為さ土l

1き8土▲

■■ ー■l■

平均値 482士81 110士18 13.8土4.さ 42.2士21.4 237士Tl
(範囲) (3即～5鋸) rllT-108) 〔6～20.4) 〔3.6-¢5.9) (川3Tき58)

き.結 語

以上の結軋IAEAで行走った国際的相互比較忙帥てもー=呂r+…Nbの分析結果壮統計
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＼

試＼科 名 採取場所 甲数 単 鹿 最高値 最低値 平均値

ほう止ん革 石狩町,当別町 4
poi′′生

0.47 0.05 0.24

大
.根

同 上 l 〝 0.46 -¢.02 乱22

精 米 札幌市,旭川市 l 〟 0.30 0.15 0.19

シ ジ モ 網 走 市 2 J 0.15 ¢.14 ¢.14

フ ナ 札 挽 市 2 J 0.a2 -¢.14 0.09

サ ケ 同 上 2 〝 仇80 乱2¢ ¢.50

ホ ッ ケ 浦 河 町 望 ∬ ¢.39 0.19 0.29

波高分析法忙よる牛乳中のHlI軸定値庖､年間12試料hず九も検出限界rlOpロj′再以下

の値であった｡

ハ.空間線量

lサーベイメーターにエる測定値は､最高値がn5〃R′h〔丁おょび11月)､最低値が3.帥且′b
(a月〕､平均値が6.0〟R′血で島やた｡

モニタリングポスト喧よる測定値(日平均値)の月別変化を図1把示ナ｡

(4)第】

本年り

曙結具は∃

そこで月

べた｡牧j
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表2 上水,食品類.海底土お上ひ海水の全β放射能

武_科 名 軸走.数 平均値 最高値 最低値

上 水 l 1帥pOl′戚 208pO′β 131p(】/β

力 ん こ 8 055pOパ生′ 0脚pO働 035pOl′生′

米 4 むき5pロl′生∫040p〔】也 0課pOt′生才

牛 乳 ▲ ○叩pOi′生′ 090p(コ働 ○臥p81′生′

カ レ イ さ l抽曲姻紆 181p(コ働 0叩pOl′生′

イ カ l l15pロiノ生′ 1鵬pO/生ア 0即p(コl′生′

ナ タ 丁 望 120p(】′生′ 1祁pO働 11軸心ノ建〟

海底土(むつ帝) 4 3三相pOtバ乾′ 380pO働 2叫pOノ乾′

〔八戸港)
l ○さ2pOiノ乾′ 114pO働 042p(コ1パ乾′

102pO′β 010p(コ′β海 水

大 根

8

1

01柑p仇′`

○き5pO′生′

兼3 土壌の全β放射能

採 取 地 種 別 辞 書
p〔】′乾7 mo′亜

票 各 草 地 ○一- 5 仇 088 2549

〝 ∫ 5′-20碑 06¢ 4722

表4 サーへイメータ忙よる空間線量

1 緒

秋田県旺

ヱ 調査研

(1)調査

雨水 雨

土,農畜

量等

㈲･軋値

試料の処

方法旺 剰

放射能測雇

忙従った｡

御 調査

各試料の

1･一乗ユ¢

3 括

本期間中

異常値は屈



表3 サーベイメータ忙上る空間線量

年 月
4丁

¢ 丁 さ 9 lO 11 12
48
1 2 き

測定値〔〃R/b) 1■ 乳l l¢.ヱ 15 8.1 乱6 8.l 6.5 丁.0 丁.6

場所:秋田市

脚 宮城県における放射能調査

官妹県衛生研究所

佐藤 新作 郡山 力

船大 安 庄司 晃子

1.緒 言

宮城県把おける昭和47年度の科学技術庁委託托上る放射能調査の概要を報告ナる｡

利達対象は前年とほほ同じであるd

2.調査研究の概要

(1)卸値装置

イ OM計数装置Eobモ 8A一女きl型

Ⅹobe 8A-2ら○塑

ロ シンチレーションサーベイメーき-

Aloka T OS-1210塑

OMサーベイメーター Eo一色 台M-102塾
ハ モニタリングポスト 舌+適中8-5三12!団

雨水丑

月間陣一

重席)

4

ロ



3.結 語

本年は中国核集魚はをかった｡

各種試料把つぃて調査した結果は､特価書変は簡膿られなかった｡

以 上

榊 福島県における放射能調筆

箱島県衛生公専研究所

官 永 徳 一

1･緒 言

福島県把卦ける昭和=年度忙集縮卓れた科学技術庁委託把もとずく及びこれを補う県単独事業

を併せた各種試料中の放射能判定結集毒づと払て報告ナる｡

2.調査の概要

け)調査対象

放射能測定試料は陸水一地点05件l各種食品=地点59件､土師地点6件､海水海底士丁

地点30件､浮遊塵l地点1全件t空間#t和地点85件､及び定時採取把よる雨水試料82件

牛乳中のトー131軸足=件､合計さ畠2件である｡核種分析用送付試料は計102件である｡

試料採取地は福島市及び太平洋部5市町である○他忙昭和‥年度に引続きモニタりyグポスト把

上る空間線量の憩掟測定を行をった｡

佗)軋定装骨

イ･OM計数井匿 神戸工美 白A250

ロ･使用OM菅 書士t機 OM132A

′ヽ.シソチレーう′モ.ユ′廿_ペJ ■_▲一▲

のあった【

4.9■-7.5
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試 料 名 採 取 地 単 位

牛 乳

す ず き(全体)
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即 茨城県における放射能調査結果

東城県公書技術センター

小池亮軌森田茂軌高橋明子,岡野三郎

平井保夫

亡の報告は昭罰=丁年用1日上畑和=年㌢月31日までの1年間忙わたって,放射能部が

行っ虎環境忙おける放射能調香研究括果の概要である1

調査の目的は･原子力触及摘頬紅上る放射能慨嘆境へ町野響を知るためにあるが.すで忙

建設工事が開始紬てぃる核熱料再処理工場及昭二原子力発電所塚動前における放射能のバッタ

グランドを把壷ナる目的で･階洋匿お竹る放射能汚染の分布変動咽瓦海洋忙抑る放射能汚染

機構の検討等研究的怠業務忙も重点をおぃ転

2･調査方法

(1)測定の対象及び試料採取地点

測定印象鞘払雨水,塵境･排水㌧農雇産軌土軋海れ海産物･海底士で紬試料採

馳点吐露海村･大洗町周辺忙重点紬垂･此軸点として水海道市を運んだ○空間組も原子力

施設がある東梅村･大洗町周辺紅玉点を帥た｡

師I利別科学技術庁編｢放射能帆走法｣｢放射能ストロンチウム分析法｣｢セシウム1=

珊削及摘放靴学分科会のマニュ丁祀軸した○安定元真の定量忙壮原子晩光光度法雁上っ

た｡

表1忙47年如朋略譜環地物賓中む全β放射能および空間線量償つぃて調査耕をまと鴫

空間殻量は年間を通じ殆ど変動はみられず.平地的旺も前塵庸J西畑偏l.,ノ▲.._疇轟
⊥ 廣._⊥
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衰 ぇ 月別核 春分析 結果
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臥古 海底土中¢放射性核種倭鹿舟布
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種 類

利根川

芝 川

綾瀬川

RI事業所排水

井 水

上 水

雨 水 ち 力

士 墳

浮 遊 じ ん

空 間 線 量

茶 葉

穀 類

原 乳

挑

発

採取地 採 取 国 政 鞘 査 内 容 備 考

幸手町

上尾商

伊奈町

芝 川

鴨 川

曹帯川

大宮市

大官市

大宮島

大宮再

入閣市

所沢市

踪冨富
江南村

上尾市

鷲宮町

期間内 2固

期間内 島国

〝 l固

期間内 ○固

〝

卑固

〝

2肉

細間内 2固

〝 2国

劇軸内 4由
期間内 12同

期間内 1回

必妻紅応じて

毎 月 Ⅰ望画

一番茶(2ケ所)

小麦.オ軸(玄稚)

細間中 1固

期間内 1固

期間内 l国

t全β軸定

金銅咤

全軸咤

〝

全β測定

全β利札=鋸,1Ⅶ5

壷β利亀…鋸,川Os

基軸鹿
壷β細島

勤蜘臆

仝紬屯-○町l=os

全β軌定,叫鋸,=TO島

全β珊乱…町‖サロs

主軸鐘,･d鋸.1=臨
仝β判定.‖占r,=†払
t†J fhェ_..

必即応じて減衰魯
測定を行遣う

必要忙応じて渡衰

測定を行なう

対席として毛托モれ
上流地
体採取ヂ罰

時検

測定
値忙よ少再採取tた

は嶺種舟析を行な
う場合もあか得る｡
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年 月 制定回教
陣凍土
(鴨)

♯高値

(pロi/七)
最低･値
(pOi/七)

平均値
(0●/上)

月間降下書
(0■/′血f

昭和4丁年10月 l き1 11 14

pl

28

刑l)
l.2

1.き

11 4 12 5き 丁 19

12 3 5l 5き● 丁 25 1.8
昭和48年1月 6 lき7 丁き 13 ▲1 4.1

2 ▲ 51 5¢ 20 38 1.l
3

計

l

¢一8

9

1き丁¢

00 80 80 0.5

8l.0

ロ･陸水.土壌封上び牛乳

試 科 名 測定回数 最高臆
pOi/七

最低値

pOi/上 平｡㌔ヂ雫発現官物
上水(原 水) 4 5.1遥 1.70

p 野 上

3･20
187

〝(蛇口水) ▲ 10.51 1.き1 き･85
17¢

河 川 水 4 5.5き 1.85 3･8与 2¢4
下水(三河島) 2 9.02 5.04 103 921

〝(芝 浦) 2 2l.1丁 1丁.8き ヱ1･4 2150

48.9刑Oi/血t -

土壌(0～5仇) 1 -

〝(5～20甜) 1 -
■■■ll■

≦帽諸椚Oi/｢血モ ー

0.0き5 _.

牛乳(伊豆大尉 4■ 0.0l 0.01

4 軋0l 0.001 0.¢き3 _

〝(八丈島)

3･む ナ ぴ

2.測 定

全β試料¢

無線梨TDC

じんあぃの丑

忙蛙日本無腰

R
u-1¢

ルカリ性で遡

O s-13

セシウムとし

3.結果お上

全β測定忙

こばい,もし

特忙海草,

おわである｡

R u-10

就期がO s-

くるためと考

O
s-13

取試料)はゃ

われた中国槙

種



表2. 穫轟別全β最高値

調 査 対 象 採取年月日 最 高 値

雨 水(定時) t1 4. 8 19 椚Oi//電Ⅲよ
〝 (定量) ■.2 丁 510

pOi/上

雨水･ち少(月間) 6月舟 ヰ6 〝

じんあぃ(月平均) 111ヱ 月 2
pOi/〟

上 水 巨箱相｣ 1112. 1 4.8pOi/上

下 水(横浜) lさ. 1.29 33
〝

河川水(境川) 4 T. 8.ヱ¢ 5.丁
〝

天 水 一双子山) 6. 8 12.1
〝

湖 水(相模湖) 8.19 乱丁 〝

海 水(横浜港) 1l. 9 3.9 〝

海底土(武山神) 8.1■ 2.8p(コi/′亀戸

野菜(ホーレン革) 18.ヱ.2

1乱2.22

0.ユpOi/生F

牛 乳 検出限界以下

牧 草

J

〝

魚且そう類(ヒジキ) 2.5pOi/生ダ

空間線量(武山) lT.12.1, 5.1JIR/hr

輯 斬油東における放射能調査

新潟県公菩研究所

各調査項目

イ.雨

雨水は降雨ご

エび軽月変化

回忙わたる按

中国の核実験･

第忙減少ナる

ロ.辞.

浮遊塵は毎

射能を求めた

2忙示ナエう

た｡

ハ.陸

陸水は表1

ニ.海水

海水,海底

ホ.土

土壌は0～

してぃた｡

へ.農畜

牛乳を除き

た｡

ト.空間

サーベイメ
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放

射

表2･モ土タけグポスト柵定値(月平均値)

年度

月＼

昭和44年庶

(OP占)

暗和45年虔

モOP占)
昭和48年慶

(CP占)

昭和47年庶

fOPS)
4

5

14.4

14.1

13.6

14.1

13.ユ

13.5

14.4

(1.5日不軌=

14.5

6 14.9 ll.2 13.6 14.6
丁

8

9

10

14.9

14.8

14.8

1ヰ.6

1▲.4

1l.4

(H～31日不削

la.9

(1～15日不軌)

14.0

14.0

【25～29日不軌)

14.1

(15日不軌=

13.8

13.5

14.7

14.9

14.7

(15.29日不軌=

14.9
11 14.9 14.4 13.8 15.a
12

1与.0 1ユ.丁 14.1
J

14.8
1

2

13.3

14.3

1き.丁

12.9

14.2

(27日不測)

14.2

14.5

14.丁
3 13.8 13.与 13.9 14.1
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国き ジャイ丁ソトパーティクル

無色透明･直径20･叩(昭和…年丁月`日10時扶確り

郡‡亡誓轄で観世顆上Tて㌣
く､′∧､く､‥

ノ 亡､入

5

サ丁
′ ヽ

ヽ

ヽ ヽ

‖=>嘲竺粗雑撃完=ニ中三ご三言-=･_÷三÷÷±三1=芸二‥ニム

榊 石川県における放射能調査

石川県衛生公昔研究所

板倉 津,倉知 冊

′

脚 測定機器

OMカケニ′メ･

シン■チレーシ

波高分析器卜

原子敗北･炎二

川 調査括果

イ.雨水中

表1忙示した

わらをぃが,放:

以上の値は,4

1.5pOi/最で

と思われる｡

ロ.陸水,

上水,河川水

昨年度に比べ河

いずれも′くツタ

牛乳中のヨウ

ハ.土壌¢

表ユ忙土嚢¢

5～20珊層ユ

ニ.空間鰯

金沢市忙おり

た｡

a.結 帯



年 月 測定回教
最高値
(¢時仲夏正使)

pOi/上

降水一畳
¶れ

降 下 量
(6時間更正値j

48.12

1

1与

1¢

15 4 ヱ5 丁.0

mOl/血量

10.与

18.0
lき1 319.0

2 14
210 14鼠5

1ヱ3.¢

5.1

11.1

3 11 1丁 9

計 13 4 ー

ヱ 丁2ニL7

昨年度計
15 2 ー

■

2.ら95.2

210.¢

438.4

■■■

▲.11I

衰2･陸水卜海水●海底土及び食品類の全β放射能

試 料 名

上 水(海水)

河 川 水

海 水(湾内)
〝 (湾外)

海底士一帯内)
〝 (湾外)

単 位

p〔】i/上

pOi/上

pOi/上

pOi/上

p(コi/乾タ

p(コi/乾了
カ レ イ

メ バ ル

7タ ラギ

九ナガシラ

カ マ ス

タ ラ

′ヽ A ノヽ
止

pOi/生F

pOi/生F

p(コi/生F

p(コi/生ヂ

pOi/生F

pOi/生F

採 取 場 所

金 沢 市 来 町
羽咋都 恵井町
羽咋都｢古来町

〃

舟

〃

測定個数

4

2 0

5

5

5

5

最高値 最低値 平均値

ガ

〃

〃

ふ

〃

〃

1.緒 昔

昭和4丁年鹿

県単事業の｢原



原子力発電所周辺の試料忙つぃてはこ前年と同乱射ヒは認められなかった｡

(3ト2･空間線量

福井市のモニタリングポスト(衛研の屋上に設置}には･有意な変化は認められをかった｡

シンチレーションサーベメータに上紙郎地点の毎月の測定総和軋前年と同じレベルであれ
月毎の差もなかった｡

熱ルミネッセン硝量刑丁叫忙上る原子力尭屯所周辺中空間r横井横豊中結果を,第2囲に

示ナ○地域忙よわかなわ大きな差があるが･これは地質のちがh忙よるものであ少,これらの値は

原子力発電所運転停止期間中の測定値と比較してI有意療差は認められなかった｡

佃-3.牛乳のl=Ⅰ

原電敦賀発電所から最も遊山牧場の乳牛から試料を採取し･5月から11月忙かけて帽科珊

定したが･いずれ町試料も検出限界以下であった｡

〔3ト4･核種分析

稼動中の敦賀発電軌美浜発電所周辺¢海底土･海産生物忙ついて核種分析を行った｡

第4表に･海底士の分析頗果を示九鼓‡尭屯所放如硝底土の…00軋45軸丸ほほ

中霊長芸≡と雷雲≡警≡㌘椒緬ナ｡指標生触ら検出紬たl叫･…0｡な払鮎3.む す び

核実験降下物忙エる環境の放射能軋新城の横向にある｡

また原子力発電所む寮境へ¢影響は小さく･環境保全上問題とナべきよう左汚染壮なかったもの

と考えられるがト今後とも適切を軸状況嘲娼をはかってぃきたぃ｡

第1衰 福井市周辺の全ベータ放射能

試 料 種 類 試料叡 単 位 最小値 備 考
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項 目

ヰ位

∫乗用辺荊妻 委

:p(】i/曹生(除R)

託調査

試著書数 軸定盤¢巾 試料赦
玉 ね ぎ 8

■
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計数装置一島津製作所# 丑ロー1■垂

0･M･計数管一島津製作所製 B-1町型

(マイカ窓の厚卓 3.0野/d‖

イ.食品類の測定

計教生慣一富士通製.SA-2ら○型

0･M･計数管一富士通製132A型

(マイカ窓の厚さ1.8甲/最)

丁･イの計測はいずれも厚さ5ロ乃の銘シールド内で行なった｡

ウ･空間線量の測定

シンチレーションサーベイメーター

一

丁ロカ製TO昌一1210型 r線用シンチレーション サーベイメ_ダー

シンチレークーーⅣaI(T上)

1〟β x l〝 時定蘇10砂

㈹i測定条件

全細定は,試料と計数管との距稚帥ずれも約1抽爪とし,食臥土壌,海底土忙つぃて壮,

試料と同量のⅩ叱を比較試料として計測してtOx補正を行帥･河川丸≠れ雨水･ち少等
忙ついては･標準試料U10一(500dp島)を毎回針刺して計数奉補正を行なった｡

空間展墓の測定につぃては･標準療源…oi(12･T仰りを毎回計測して一計政審補正を行

なった｡

4.測定結果

1)食品類･土壌類

鮎牛乳および茶托つぃて壮昨年とほとんど変らずI過去5年間申結果をみても横ばいもしくは

ヤヤ味如傾向であった｡

土壌につぃても∴過去3年間の結果は,ヤヤ減少の傾向であった｡

海底士は,過去3年間横ばぃの放免であb.河川の骸鷹邦あぇ⊥思ゎ動員仙占サけ瓜爪亜轟打払
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走時酪取降雨屯放射性降下物量虻→近年増加の傾向がみられるか･本年度牲九倍忙味少し,前年

度と雌して事月別降下量吼各月とも低く･耶春季でも一月に高山倍達示してhも

年馳降下量は･¢5･13椚Oi/血量であれ前年飢1月･1月･3月忙中国む核爆発乗脚

あわ･その時期匂異常値を考乱ても･降雨量が酔とほとんど同量である忙もかかわらず揃年

r16乱4〝バi/血王)の班以下忙昧少した｡こむ値は5年前阜ほほ同じ値で如｡

表ヱ･雨水の測定結果

軋
定

日

教

降

水

量

¶

6時間

更正値

pOレ1

60丁8.4

168之5

1065.1

50丁.さ

引汀j

204.3

平 均 降 下 土

丁2時間

更正値

pOi/上

8時間

更正値

所0レ′hl

最 高 値

強 度

p(コレ上

最 低 値

強 度

pOレセ



■■
○

■ 申

噛
溜
塞
轟
蚕
云
小
.
琶
脚

5.結 語

本年度の調査の1

いる｡大気圏内で

喚が夜苫れている:

さら忙.今後は

軋定忙ついても詞



郎 大阪府における放射能調査

大阪府立公衆衛生研究所

沖岩四郎､田村幸子､杉浦渉

1.緒 言

前回の報告忙ひきつづ車､昭和tT毎9月から昭和18年8月までの大阪府忙おける放射能駒査

の概要を報告する｡この調査期間中 6月忙中国が第15回の枝葉巌を､またフランスが丁月､8

月把ムルロア環礁甘核実験を行ウた｡中国榛東鹸で吼その影響庵検出したが､緊急事態対策発動

の基準値忙は達し丑かった｡フランスの境実験忙ついては､わ几われの調査範囲では影響祀検出さ

几在かった｡

2.調査研究の概要

(1)雨水､降下じん

地上約20珊の屋上忙設置した面積l.0=dのステγレス･スチール製円筒型水盤(下部は炉

斗状1旺原則として10日間雨水･降下じんを輔集し､レ加重を漢崩し馳走試料とした｡測定値は

1日あたわ忙平均し､■mOi/km士･右脚臥単位で表わした｡図1托そ曙結果を示ナ｡中国核実験の

影響が明白忙認めら几る｡春忙高い現象が今年度は低められてh左h｡

(2I雨 水

直径30仰のデポタブトゲ一夕忙雨水烏麦け､毒日定時把採取し､100爪g以上の雨水陀ついて､

10､0前線濃縮し測定試料とした｡国2托丁2時間値の放射能を示ナ｡7月2日早朝の雨水から中

国根来巌の影層が認めら几る｡

図1雨水･降下じんの放射能 国2 雨水町放射能(丁2時間値)

宇
調
和
=
即
別
刷
り
感
瑚
捌
嘩
鮒
瑚
痛
1
･
2
帽

1

御
地
桁
〓
虐
痍
2
旧
棚
そ
射
J
倣
Ⅵ
立
つ
.
で

表

平
間
全
壊

7
一
撃

放
棄
低
水
目
値

の



T
S
⊥
一
言

㌻
一
三
一
ヨ

一
〇
一
鴫

一
卜
一
●

l〕
■r

よ
ず
㌔

~■■.

■■■■



5)空間摺丑率

地上約24mのポール上忙Ⅳり(1Xlイけ摘出器(日本観削削をとりつけ､1時間毎

の借を記録漑上忙読みとった｡そ几を月郎まとめた結果を或2忙示す0特嘩し噸化は認めら

れ左かった｡

帖三三Ⅰて:チr~シ′ヲニ′サーぺメータ(日本無
表2 モニタリング軸卜測定値

麻製=で熊取町(原子炉周辺】おょび､枚方市

卜般環境1での調査烏果を表3把示丸hず

れも平常値であった｡

t6)中国穆芙麒の影召

すで忙のべたどとく､この調査期間中昭和

ヰ8年¢月2丁日忙中国が第15回の頼乗親を

行走った0この影替は丁月2日から聴也ら几た｡

囲4忙浮遊じん中放射能の6時間値おエび丁2

時間値を示す06時間値で壮平常時い月1日

以前の試料)と変らをh放射能しか常ぬら几て

h浸いが､72時間放置しても平常時の丁2時

間値のレベルまで滅乗せず､中国核実験忙エる

核分裂生成物が少くとも丁月13.日量で含ま几

てぃたことを示Lてhる｡

また､0･0り沌iの饉放射能粒子きコを10

〟内で発見した｡

囲5忙平常値および今回の中国核尭験時の雨

水および浮遊･じんの減資曲線のそ几ぞ几1例を

▲_.................._._............_.

最低値 平均値

▲丁年 9月 13.5 12.0 12.6

10月 13.4 12.2 12.丁

11月 1ユ.3 12.2 12.7

12月 14.1 12.4 13.1

48年1月 14.8 12.5 13.1

2月 14.0 12.8 13.0

3月 13.4 12.5 12.8

4月
｣

16.8 11.4 12.5

5月 16.0 11.0 12.き

6月 18.0 11.与 12.6

丁月 16.ヱ 12.0 13.2

1a.08月 15.2 11.5

表3 サーペメ一郎よる空間線量車(畑′血り



軸 兵ヰ鋼=こおける放射能調査

兵庫県再生研究所

大 路 正 推

昭和47年り月より昭和4鋸年8月まで町蜘間忙実施した放射能調査む概要を報告ナる｡
且 調査研究の概要

馳雨水ちれ上水河川水･海水､海底土､牛乳･楓だ帰ん､米､日常丸空間軸

等143件

試料の前処恥エび測加科学技術庁♯｢放射能眼削1…-｣灯斡拠して行在った｡

本調査期間忙おける雨水中軸射能醐別推雛表川t軸陸水､農畜軸等¢放射能測定値

本桐中､中国が第1咽=恥軸月=日沌榛東断行左ウたが､ト月28日=準水

丑ま3ミリ1､6抽日(10･さ川絹雨岬常値であった｡軋4日後の7月1日(丁月

1日lさ:○か～2日早朝)¢雨から=･相加い月1昨前哨から2引矧間設置の大腰

水ばん中綿下じんから丁え○…i山手と高h放射能唐剤乱た机そ哨平常値喝した｡

しかし､上記以外の陸水､海水､農畜産物等む測定値忙は異常は見ら乱立かった｡

表1･雨水中の放射能の朋拙移



鰯 鳥取動こおける放射能調査

鳥取県南生研究所

宮田年彦､谷口早百

村江清志､尾田書夫

昭和7年鹿把実施した放射能調査硝舶載要を報告ナる｡

2･調査研究の概要

試料匂調整封よび制定蜘､科学技術庁欄け放射能鵬削1968)｣､｢放射性ヨウ素分析

削1967)｣､｢シソチレーシヲンカウンター忙上る環境放射鮎測定削1g8ユ)｣両

ニタリング牒jト柁よる空間藤圭の測定(19¢8-｣をど陀よった｡

(2)調査結果

イ 雨水および雨､ちりの全β放射能

雨水中の放射能鰐皮は､4･5月嫡とI1月中旬から㌻月忙かけて高値がみら几､6月から

11月初旬雌値を示Lた｡月間横井値は､5月と12月鴫大を示L､9月噸小を示した｡

雨､ちり忙よる月間降下量吼春高く‡低唖向を示し､雨如放射能月間槻値とは異在った

傾向告示した｡

表1･雨水および雨､ちりの全β放射能

表2 陸

ハ 浮遊

ろ叔式集じノ

月間の平均イ

種がその放射盲

二 線級

牛乳中の151

1き℃s はわず:
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1.祐 青

木県忙お

これ旺とも

測定技術会

一方前年.

よび核乗除

概要を報告

2.調査括

(1】調査

調査は国

所周辺履重

脚 試料

科学技術

(196T

全■β測定

つぃては窓

把エる機器

TITTlTT
T
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l
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T〇一12111l l lO

図l 浮遊じんの放射能の推移

5▲■2卯l

日間最高

日平均最高

月間平均

日平均最低し

月間雇巨低
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卓ば(0.

(0.20

(1.89

ったが､曹
○ 海底土

いるもの.

0 土壌:ロ

左かった｡

表2 タ

採取地

(採取月

島根町大

鹿島町御

〝｡尾

〝 頼通



書と思われる｡

糞5 年間線量おエび空間線量奉.

判 定 場 所

1

TI-D忙上る TlJD忙上る 紫珊トーベ

mIレ年 〝耳/時 忙よる〟町時

島根町､加賀小学校校庭 ll.3 丁.き nO

鹿島町御津､神社境内 il.l 10.5 10.1

.〝
北講武､小学校校磨 80.▲

.9.ヱ
8.き

∬ 片旬､小学校校庭 さ0.l 1¢.2 10.5

〝 舌浦､神社境内 †凰l 8.さ 8.2

〝

一失､道路
轟9.5 T.9 8.¢

〝

一任陀宮内､中電社宅
轟丁.9 10.0 9.8

上本圧町､三坂山山頂 †5.5 腋¢ 8.¢

西川津町､神社境内 轟皇.丁 9.▲ 8.a

大輪町､衛研屋上 83.丁 9.6 8･や

〟 衛研測定垂 i鼠2 9.l

J

ー

〝 島根大学附属中学 101.す 1l.6

西生馬町､小学校校庭
.∫鐘岳.i

10.9 10.0

岡本町､中学校校庭 101.0 11.5 9.9

秋鹿町魚瀬､児童館附近 109.4 12.ら 11.4

楽 宇宙線成分3.2J鴫/hを加えた値

建器

■←ニニ丁･-二｢■

●

■
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島 津 製

日 立 製

日本無線製

ユ.調査括果

雨水の全β放

mOi〟であっ
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空間態圭を表

原乳中の川ト
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l.椿 帝

各種環境試刺

せたウラン鮎止

降 下 貞

moi/t㌔





軸 広島鋼=こおける放射能調査

広島県帝生研究所

児玉勝太郎､調枝勝幸

昭和17年優牒実施した広島県忙おけa放射蜘査拙の概要舌報告する｡
象 桐査研究の概要

雨かチリ､浮遊軋上丸海水土乳糖丘士tよ古壷軌魚且藻執空間線量

試料･の調整対よび測定方法は科学技術庁-｢放射蜘定削19t事3)｣忙上った｡

測定器は日本鯛酎0-1001型及び日本棚糾08-121型シγチレーションサーベ

イメーター音便用した｡

‡.調査結果

(り 雨水 チリ(定時採取)

雨水の月別放射能頻度台東1忙示九

重β拙能嫡間平均値は32･=pOi几年脚下土は44･91mOi佃で如｡

脾鹿仁=64･=pOiノと及び…lmO撼忙雌Lてそれぞ几4…楓丁仇6丸佐迄

吋昧少して帰｡月間降下量虻▲月から11月ま珊舶軸忙あむ､1月忙ヤや増加して帰｡

乗1雨水の全β放射能(定時採取)



調査項月を表1陀示す｡

表1 昭和4丁年庇放射能調査項目

試 科 名 採取場所 採取国数 調査対象

定 時 雨 水 山 口 市 降 雨 毎 全 β 測 定

月間雨水､ちり 山 口 市 期間内 12固 全β測定､送付

〝 載 市 ∫ 〝 〝 〝

上 水(源水) 辛 都 市 期間内 l回 全 β 測 定

〝 徳 山 市 ∫ 〝

牛 乳 阿武郡阿東町 〟 〝

土 塊 山 口 市 細欄内 1回 全β測定､送付

〝 萩 市 ∫ 〝 〝

精 米 山 口 市 ∫ 全 β 測 定

〝 萩 市 〟 〝

日 常 食 山 口 市 期間内 2固 送 付
〝 載 市 ∫ 〝

野 菜 山 口 市 期間内 1回 全 β 測 定

〝 大津郡油谷町 ∫ 〟

河 川 水 大津郡油谷町 期間内 ▲回
〝

海 水 舌鼓郡秋♯町 ∫ 全β測定､送付

海 底 土 舌鼓郡秋港町′ 〝 〝 〝

空 間 線 量 山 口 市 期間内 12国 r 藤 池 定



表4 上 水(源水1

年 月 宇部市 鹿山市

4 7. 6 丁.00 0

9 2.74 0

12 2.45 0

48.き

年平均値

3.09

乱82

0

○

表8 海水･海底土

年 月 製i透 醐芽
4 7. 8 0.51 a6.¢

10 0.33 4g.5

4 8. 1 0.17 58.壬

3 0.34 83.0

年平均値 0.34 56.8ユ

表8 牛 乳

表ら 河 川 水

年 月 採取場所 pOi/某

lT. 5 油谷町大防川､ 0.92

8 〝 0

11 〝 1.52

4さ. 2 〝 ヱ.75

年平均値 1.30

表丁 土 壌

年 月 採取場所 探 卓亡椚 m(コi畑

4 7.8 山 口 市 0′･- 5 1.08Tl

∬ 〟 5･一之0 孔90g月

▲†.8 萩 市

1

0一･′5 ¢16.2

∫ ∫ 与～20 之.a90.3

年 月 pOi/灰分 ヂ当り pOi/生体 ■`当b

4 7. 6 115.92

乗10 精

表11 空



表1雨水の全β放射能

年 月 規定数

平均値

pOi/と

最高値

pOi/と

最低値

pロi/乞

雨水忙よる

月間降下量

mCiパぱ

降水量

mm

19 7 2. 4 13 109 ▲72 2l 28.81 388.1

5 9 8■ lTl 22 10.90 三宝2.8

6 14 a5 1き丁 5 10.39 61a.0

丁 12 52 l‡8 18 18.41 34ヱ.丁

さ 8 26 12 1l ヰ.36 158.0

9 10 3¢ †l ○ 15.al T51.8

10 丁 25 88 ○ き.4¢ 1¢丁.1

11 9 84 丁き 8 ▲.72 1¢5.丁

12 ¢ 29 与ら 6 ‡.¢¢ 106.丁

19 丁 3.1 丁 15 2† 6 1.93 143.8

2 9 き4 l島 9 3.aa
J80･5

3 5 29 4疇 1ヱ 0.40 1丁.8

表2 陸水おエび各種食品等の全β放射能

試 料 名 判定敷 平 均 壮 丑 高 値 最 低 値

上 水(源 水1

牛 乳(原 乳1

2カ
ー8i〟

0.01pOi/タ

n_晃景 〝

ら.1pOi/上

0.22pOi/F

0.0 pOi/上

0.01pOi/F

上び土軋尋

ノダポストI

の調査結果(

2.調査の増

Ⅲ･調査(

調査対象｣

持)測定:

試料の調∃

示卓れた方ま

a.調査括j

(l)雨 フ

雨水の全J

ゥた｡

(2)陸水､

陸水､海フ

用 各種:

各種食品(

(lI空間ヲ

地上約2

年奇遇して三

月別の調≡

文士境採】

9.き〟研一

4.結･語



表1昭和▲丁年庶政射能訴査表

試 料 名

野 菜
ほう九ん早

大 頼

乳 贋 札

採 取 地

相聞市､粕屋郡轟免町

早良郡早良町 租邑部

頼患部舌♯町

4 7 年鹿件数

測定分 送付舟

筑紫野市､粕屋郡新宮町
′ ∫

魚且藻 類

日 常 食

水
水
水

土 壌

そむ他

草 地

小 だ h

ふ 丑

あ 卓 む

わ か わ

都市成人

農村成人

原 水

流
∵
諏

放
表

5･一之○甜

海 水 表 層 水

海 底 土 泥 質

雨水ち b 定時採取

月間降下雨水 大型水盤法

機器舟析調査ヨウ素13l

袖岡市大宇摩僧

籍岡市内

.祭龍郭玄潜町
相聞市

粕屋郡傭礫町

袖両市平尾浄水場

確聞市中部下水地層場

相聞市壇原(那珂川)

早島耶早良町

l博多港､門司港

楠画商天神一丁目卜衛研屋上)
∫ ( J )

8

8

13▲

12

8

8

1ヱ･

表2

表i

年 別

41.▲{4まき



表5 海底上土填め放射能(pOi/乾燥拭科ナ)

試料名 採 取 地 測定国教 .･･ 喜■. こ主 最 低 値

海 底 土
博 多 港 き 1.8

′

1.¢､

2
門 司 港 き き9

土 寧

早 良 町
●

0一一与珊 1

●

l.1

.1

■-

ー

5･-20d竹 1 i.轟

兼¢ 各種食品の放射能(pOi/生体IrI
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1.清 音

昭和4丁年鹿托

2.調査¢概雇

帥･調査対象

雨水､浮遊じ人

用･測定法･調

試料の前処理､

日本無線製OM曹

ダむ使用した｡

a.胡査結果
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雨水の月別放身
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脚 浮遊じん

浮遊じんの月月
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表1雨水の全β放射能(pOi/上)
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脚 食 品

牛乳･貝類虻つぃては前年と同じレベルであった加∴茶､淡水魚は低h値を示し､大根､海水魚

の場合ヤや高山ものがあったが､総体的町低い水準とぃえる｡

帥 モニタリングポスト忙エる空間線量月間平均値は1tO～1ら･8ローP･占で特忙変動はみら

れ庵かった｡

▲.括 貯

木年度む調査結果から､試料の仝β放射能忙つ小ては前年と同様で､滅少またけ横ばhの傾向で

あった｡
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